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序

大
笹
街
道
は
江
戸
時
代
県
内
街
道
五
指

の
中

に
は
い
る
ほ
ど

の
公
道

で
、
文
化

・
産
業

ｏ
政
治
上

の
重
要
な
役
割
を
果
し

て
き
た
貴
重

な
文
化
財

で
す
が
、
社
会
情
勢

の
変
化

に
伴

い
昔

の
姿
を
急
速

に
消
し

つ
ゝ
あ
る
現
状
を
見
る
と
き
、

こ
の
由
緒
あ
る
街
道
跡

の
調
査
は

急
を
要
す
る
問
題

で
し
た
。

大
笹
街
道
は
追
分
宿
か
ら
分
れ

て
、
北
信
濃

へ
通
ず
る
北
国
街
道

の
脇
往
還
と
し

て
、
江
戸
時
代
初
期

の
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）

に

幕
府

に
よ

っ
て
公
許
さ
れ
た
道

で
、
以
来
明
治
期

の
近
代
交
通
が
開
か
れ
る
ま

で
、
善
光
寺
平
と
北
上
州
を
結
び
、
さ
ら
に
江
戸
に
達
す

る
重
要
な
通
路
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

当
町
に
か
か
わ
る
区
域
は
、
仁
礼
宿
を
過
ぎ

て
菅
平
高
原

の
十

の
原
を
横
切
り
、
明
神
沢

ｏ
中

の
沢
を

へ
て
鳥
居
峠

に
至
る
間

で
、
険

阻
な
山
道
が
多
く
特

に
冬
は
難
渋
し
た
も

の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

明
治
以
後
菅
平
方
面

の
開
発
が
進
み
、
当
時

の
面
影
は
大
部
失
わ
れ

て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
道

に
沿

っ
て
雪
除
け

の
た
め
に
作
ら
れ
た

土
手
や
茶
屋
跡

・
石
仏
等

の
遺
跡
が
現
存
し

て
お
り
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
幸

い
坂

口
益
次
氏

の
ご
尽
力

に
よ

っ
て
宿
願
が
果

た
さ
れ
、
調
査
報
告
書

の
刊
行
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

本
報
告
書

に
よ

っ
て
、
歴
史

の
道
と
も

い
え
る
大
笹
街
道
を
後
世

に
伝
え
る
と
と
も

に
、
遺
跡

の
保
護
を
図
る
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
念
願
す
る
も

の
で
す
。

さ

い
ご

に
調
査
と
報
告
書

の
執
筆

に
あ
た
ら
れ
た
坂

口
益
次
氏
な
ら
び

に
関
係
各
位

に
深
甚
な
謝
意
を
表
す
る
次
第

で
す
。

昭
和
五
十
七
年
二
月

真
田
町
教
育
長
　
清
水
憲
雄
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は

じ

め

に

月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
き
か
う
年
も
ま
た
旅
人
な
り

（
松
尾
芭
蕉
　
奥
の
細
道
）

木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
。
あ
る
と
こ
ろ
は
岨
づ
た
い
に
行
く
崖
の

道
で
あ
り
、
あ
る
と
こ
ろ
は
数
十
間
の
深
さ
に
臨
む
木
曽
川
の
岸
で
あ
り
、

あ
る
と
こ
ろ
は
山
の
尾
を
め
ぐ
る
谷
の
入
口
で
あ
る
。　
一
筋
の
街
道
は
こ
の

深
い
森
林
地
帯
を
貫
い
て
い
た
。
…
…
…
…

（島
崎
藤
村
　
夜
明
け
前
）

今
、
こ
の
峠
に
立
て
ば
峠
の
茶
屋
は
跡
か
た
も
な
く
、
茶
屋
が
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
あ
た
り
は

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
刻
ん
だ
行
き
倒
れ
供
養
塔
が
、
人

足
も
絶
え
た
笹
原
に
わ
び
し
く
た

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
山
本
茂
実
　
あ

ヽ
野
麦
峠
）

こ
れ
ら
の
由
緒
あ
る
古
道
や
峠
は
昔
の
面
影
を
失

い
、
交
通
の
発
達
に
伴
い

古
来
か
ら
の
人
と
産
物

・
文
化
の
交
流
の
舞
台
と
な

っ
て
き
た
道
は
忘
れ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

真
田
町
に
お
い
て
も
古
代
よ
り
開
発
さ
れ
て
き
た
人
馬
を
中
心
と
し
た
街
道

は
歴
史
の
流
れ
の
中
で
大
き
く
変
化
し
て
、　
一
部
は
現
在

の
道
路
に
拡
張
さ
れ

一
部
は
廃
道
と
な
り
雑
草
に
被
う
わ
れ
た
り
耕
地
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

古
道
は
自
分
で
歩

い
た
経
験
の
あ
る
古
老
が
少
な
く
な
り
、
語
り
継
が
れ
ず
消

大笹街道が横断する根子岳 。四阿山の裾野全景を大松山より望む

(点線の部分 )
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十
返
舎

一
九

「
続
膝
栗
毛

」

仁
礼
宿
の
さ
し
絵

え
て
し
ま
う
の
は
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
よ
り
明
治
初
年
に
か
け
て

の
図
面
が
な
く
、
足
の
弱
く
な

っ
た
古
老
の
道
案
内
は
無
理
な
の
で
、
土
地
の

古
老
に
聞
い
た
り
、
地
形
を
見
た
り
、
石
仏
や
道
標
を
探
し
、
点
か
ら
線

へ
と

古
道
を
調
査
す
る
こ
と
は
多
く
の
日
時
を
必
要
と
す
る
。
年
と
と
も
に
古
老
が

少
な
く
な

っ
て
い
く
こ
と
に
焦
り
を
感
じ
な
が
ら
何
年
も
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
間
に
県
教
育
委
員
会
の

「
歴
史
の
道
」
調
査
が
数
年
に
わ
た
り
行
な
わ

れ
、
中
山
道
、
北
国
街
道
を
初
め
県
内

の
主
要
街
道
と
、
そ
の
沿
道
に
残
る
文

化
財
や
遺
跡
が
記
録
保
存
さ
れ
た
。
昭
和
五
四
年
に
大
笹
道
の
調
査
を
県
教
育

委
員
会
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
勝
山

一
男

（須
坂
市
相
森
中
教
諭
）
、
坂
口
益
次

（
長
門
町
県
派
遣
社
会
教
育
主
事
）
が
担
当
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
調

査
や
、
そ
れ
以
前
の
調
査
を
加
え
て
、
真
田
町
教
育
委
員
会
の
要
請
に
よ
り
調

査
報
告
書
に
ま
と
め
て
み
た
。

こ
の
調
査
報
告
書

の
細
部
に
、
ま
だ
い
く

つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す

の
で

今
後
の
研
究
を
待

っ
て
、
よ
り
正
確
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
多
く

の
方
々
に
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
本
調
査

に
あ
た
り
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
方

々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
一　
真
田
町
の
近
世
交
通
路

江
戸
時
代
に
な
る
と
交
通
が
発
達
し
て
商
品
経
済
の
拡
大
と
と
も
に
、
物
資

の
輸
送
や
旅
行
が
遠
隔
地
ま
で
可
能
と
な

っ
て
き
た
。
江
戸
幕
府

の
交
通
政
策
は
奈
良
、
平
安
時
代
の
駅
馬
、
伝
馬
制
度
を
受
け
継
い
で
、
徳
川
家
康
は
慶
長
六
年

（
一
六
〇

一
）
に
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
の
宿
を
利
用
し
た
り
、
新
し
く
宿
を
設
け
東
海
道
や
中
山
道
な
ど
の
整
備
を
始
め
た
。

お
そ
ら
く
、
真
田
町
の
近
世
交
通
路
も
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
て
も
古
代
、
中
世
か
ら
の
自
然
道
を
引
継
ぎ
、
真
田
氏
や
武
田
氏
に
よ

り
開
発
さ
れ
た
道
、
古
く
は
四
阿
山
、
善
光
寺
信
仰
で
利
用
し
た
道
が
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

現
在
、
知
ら
れ
て
い

る
道
は
大
笹
街
道
、
保
科
道
、
松
代

街
道
、
上
州
街
道
に
分
け
ら
れ
、
北
信
濃
と
北
関
東
、
上
田

盆
地
と
上
州
、
善
光
寺
平
と
江
戸
を
結
ん
で
い
る
。
い
ず
れ

の
道
も
峠
の
あ
る
山
坂
の
人
里
離
れ
た
道
で
あ
る
が
各
地
を

結
ぶ
距
離
は
短
く
、
公
街
道
の
よ
う
な
交
通
規
制
の
少
な
い

道
で
あ

っ
た
。

０
大
笹
街
道
　
仁
礼
か
ら
宇
原
川
に
沿

い
大
谷
不
動
山
門
を

経
て
、
日
本
ダ
ボ
ス
の
東
側
を
下
り
明
神
沢
に
至
り
、
中

ノ
沢
を
渡
り
、
十

ノ
原
を
横
切
り
渋
沢
か
ら
鳥
居
峠
を
越

え
て
大
笹
に
通
ず
る
道
。

０
保
科
道

（
鎌
倉
街
道
）
　

大
笹
街
道
の
明
神
沢
か
ら
西
に

わ
か
れ
、
唐
沢
川
を
渡
り
、
菅
平
湿
原
の
北
側
の
東
組
、

中
組
、
西
組
を
通
り
、
石
ド
ヤ
山
の
北
側
か
ら
保
科
峠
を

晰

―

荒
井
の
上
州
街
道
と
松
代
街
道
の
直
交
す
る

四
辻
か
ら
役
場
の
庭
に
移
す
。
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横
尾
か
ら
曲
尾
へ
通
じ
る
旧
松
代
街
道
に
あ
つ
た
が

圃
場
整
備
事
業
の
た
め
役
場
の
庭
に
移
す
。
道
し
る

べ
の
横
に
丼
戸
が
あ
り

「
い
ど
神
様

」
（
な
ま
つ
て

え
ど
神
様

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

経
て
保
科
、
善
光
寺
平
に
通
ず
る
道
。

０
松
代
街
道

（善
光
寺
道
ま
た
は
江
戸
道

・
北
国
裏
街
道
）
　

善
光
寺
平
か
ら

松
代
を
経
て
地
蔵
峠
を
越
え
、
傍
陽
を
通
り
荒
井
、
矢
沢
、
小
諸
を
経
て
江

戸
に
通
ず
る
道
。

四
上
州
街
道
　
真
田
の
横
断
道
と
し
て
の
大
笹
、
松
代
街
道
に
対
し
て
、
こ
れ

に
縦
貫
す
る
の
が
上
州
街
道
で
あ
る
。
上
田
か
ら
伊
勢
山
で
神
川
を
渡
河
し

下
原
に
至
り
、
荒
井

で
松
代
道
と
直
交
し
、
真
田
、
横
沢
、
大
日
向
を
北
上

し
て
菅
平
口

（土
合
）
か
ら
渋
沢
を
経
て
鳥
居
峠
を
す
ぎ
て
大
笹
街
道
と
交

わ
り
上
州

へ
通
ず
る
道
。
こ
の
道
は
大
笹
村
よ
り
三
方
に
分
か
れ
、
沼
田
や

前
橋
、
高
崎
、
沓
掛

へ
と
通
じ
、
真
田
氏
に
と

っ
て
は
重
要
な
戦
略
上

の
道

で
あ

っ
た
。

０
米
子
道
　
菅
平
□

（土
合
）
で
上
州
街
道
か
ら
分
か
れ
、
松
つ
木
沢
、
栗
の

木
沢
を
経
て
中
の
沢
を
渡
り
、
明
神
沢
に
至
り
大
笹
街
道
と
交
わ
り
、
根
子

岳
を
北
上
し
て
米
子
不
動
尊

へ
通
ず
る
道
。

内
四
阿
山
参
道
　
山
家
神
社
の
奥
宮
の
あ
る
四
阿
山
頂

へ
通
ず
る
道
で
、
鳥
居

峠
か
ら
の
東
参
道
と
、
土
合
よ
り
前
熊
久
保
沢
よ
り
登
る
西
参
道
が
あ
る
。

Ｕ
お
す
峠
道
　
傍
陽
の
穴
沢
、
大
倉
よ
り
大
日
向
の
和
熊

口
に
出
る
道
。

内
和
熊
道
　
和
熊
口
で
上
州
街
道
と
分
か
れ
和
熊
沢
を
登
り
上
州

へ
出
る
道
。

ｍ
角
間
街
道
　
横
沢
で
上
州
街
道
と
分
か
れ
角
間
峠
を
経
て
上
州

へ
出
る
道
。

０
傍
陽
か
ら
菅
平

へ
の
道
　
松
代
道
よ
り
分
か
れ
実
相
院

の
前
を
通
り
、
横
道

か
ら
大
良
、
善
光
寺
窪
と
大
倉
、〓
一日
城
を
通

っ
て
菅
平
に
入
る
二
道
が
あ
る
。
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真
田
の
は
ず
れ
よ
り
石
舟

へ
通
じ
る
、
旧
上
州
街
道

と
甲
石
か
ら
越
戸

へ
通
じ
る
道
が
交
叉
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
道
標

右
　
う

へ
だ
　
　
　
　
左
　
す
わ

ま

つ
志
ろ
　
　
　
　
　
こ
も
ろ

文
政
五
年

(.t t{o
7tFN(

記 号

―

主要 道

―

道
‐―――――‐ サ1

-一 一 尾根

… …
ン 県境

0         5        10km

l : 200,000
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正
保
国
絵
図

（
上
田
市
立
博
物
館
所
蔵

）

上
田
よ
り
鳥
居
峠
ま
で
五
里
と
記
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
交
通
路
を
知
る
貴
重
な
資
料
。

〓
一　
大
笹
街
道
の
概
略

近
世
の
宿
駅
制
度
は
幕
府
の
公
用
旅
行
施
設
で
あ
り
、
ま
た
公
用
荷
物
や
書

状
の
輸
送
機
関
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
特
に
五
街
道

（東
海
道
、
中
山
道
、

日
光
道
中
、
奥
州
道
中
、
甲
州
道
中
）
と
附
属
街
道
は
幕
府
の
道
中
奉
行
所
の

支
配
で
あ
り
、
街
道
筋
の
施
設
は
整
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
の
脇
街
道
、

脇
道
は
脇
往
還
と
言
わ
れ
、
勘
定
奉
行
の
支
配
下
に
あ
り
、
宿
駅
の
規
模
も
小

さ
く
、
人
馬
継
立
や
休
泊
の
機
能
も
不
備
で
あ

っ
た
。

脇
往
還
は
幕
府
直
轄
の
街
道
と
ち
が
い
、
藩
主
の
領
内
諸
街
道
の
整
備
に
よ

る
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
笹
街
道
も
、
そ
の
性
格
が
強
く
、
真

田
氏
の
開
発
し
た
上
田
、
大
笹
、
長
野
原
、
沼
田
の
幹
線
道
路
を
利
用
し
な
が

ら
発
展
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
こ
と
は
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇

一
）
の

九
月
二
日
か
ら
初
ま
る
信
濃
国
小
県
郡
横
尾
村
、
甲
石
村
、
横
沢
村
、
大
日
向

村
と
上
野
国
吾
妻
郡
大
笹
村
の
国
境
争
い
の
時
の
、
甲
石
村
ほ
か
三
カ
村
の
異

議
申
立
に
対
す
る
大
笹
村
の
反
論
答
書
に
み
え
る
。

（
こ
の
国
境
論
争
に
対
し

て
幕
府
は
元
禄
十
五
年
四
月
四
日
に
裁
許
を
下
し
現
在
の
境
界
線
と
な
る
）

…
…
中
略
‥
…

一
里
塚
之
儀

ハ
古
代
よ
り
段
々
御
座
候
。
子
細
之
儀

ハ
先
年
信

州
上
田
、
上
州
沼
田

一
領
に
て
上
田

二
真
田
伊
豆
守
様

（
信
之
）
沼
田

二
河
内

守
様

（信
之

の
子
信
吉
）
御
在
城

二
て
親
子
之
儀

二
御
座
候
間
両
家
中
之
面
々

昼
夜
往
来
候
節
、
村
次

二
伝
馬
役
仕
、
百
姓
之
迷
惑
仕
候
故
、
右
御
知
行
所
之
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元
祓
十
五
年
の
吾
妻
郡
境
裁
許
絵
図
面

（
真
田
町
外

一
市

一
町
共
有
財
産
組
合
所
蔵

）

鳥
居
峠
近
辺
の
道
筋
を
明
確
に
知
る
貴
重
な

資
料
。

内

二
伝
馬
宿
被
仰
付
、
沼
田
よ
り
原
町
と
申
所
、
そ
れ
よ
り
長
野
原
村
、
そ
れ

よ
り
大
前
村
、
そ
れ
よ
り
真
田
村
、
そ
れ
よ
り
上
田
御
城
下
迄
右
四
ケ
所

二
て

伝
馬
役
相
勤
申
候
。
其
節
道
法
御
定
可
被
成
由

二
て
、
寛
永
年
中

二
壱
里
塚
被

仰
付
候
。
信
州
、
越
国
よ
り
御
江
戸

へ
罷
通
候
往
還
之
仁
礼
海
道

ニ
ハ
壱
里
塚

無
御
座
候
。
上
田
道

二
計
御
座
候
儀

ハ
右
之
訳

二
て
御
座
候
。
鳥
居
峠
境
塚
迄

沼
田
よ
り
十
九
里
御
座
候
御
事
。
…
…
…
略
…
…

（群
馬
郡
群
馬
町
　
住
谷
修
氏
所
蔵
）

真
田
氏
が
、
上
田
と
沼
田
に
城
を
持

っ
た
同

一
領
の
時
に
、
公
の
人
や
荷
物

を
運
ぶ
た
め
の
伝
馬
制
度
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
と
、
上
田
か
ら
沼
田
ま
で
寛

永
年
代
に

一
里
塚
を
築
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
跡
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
大
笹
街
道

（仁
礼
街
道
）
に
は

一
里
塚
は
な
い
と
書
か
れ
て

い
る
。
ま
た
信
州
側
と
上
州
側
よ
り
三
千
人
ほ
ど
の
人
足
を
だ
し
て
、
鳥
居
峠

に

「
境
塚
数
五
十

一
築
申
候
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
こ
の
境
界
の
塚
も
熊
笹
に

被
う
わ
れ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

江
戸
時
代
初
頭
に
お
け
る
商
品
流
通
の
発
達
に
と
も
な
い
、
関
所
な
ど
の
交

通
規
制
の
強
ま

っ
た
公
街
道
を
さ
け
て
物
資
の
輸
送
や
旅
人
の
通
行
が
盛
ん
に

脇
往
還
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
北
国
街
道
屋

代
宿
か
ら
中
山
道
沓
掛
宿
の
十
二
宿
が
連
合
し

「
近
頃
、
商
荷
物
が
脇
道
で
あ

る
大
笹
街
道
を
通
過
し
本
街
道
を
通
ら
な
く
な
り
、
宿
場
の
収
入
が
減
少
し
て

霧彗
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享
保
七
年
の
高
井
郡
境
裁
許
絵
図
面

（
真
田
町
外

一
市

一
町
共
有
財
産
組
合
所
蔵

）

明
神
沢
か
ら
仁
礼
、
仙
仁
、
保
科
、
松
代

へ
の

道
節
を
知
る
資
料
。

伝
馬
継
ぎ
等
の
役
目
が

つ
と
ま
ら
な
い
。
仁
礼
、
大
笹
村
百
戸
の
た
め
に
、
本

街
道
の
宿
場
三
千
戸
が
不
利
益
を
受
け
て
い
る
」
と
幕
府
に
訴
え
た
。
こ
れ
に

対
し
、

「
大
笹
街
道
は
、
ず

っ
と
昔
よ
り
利
用
し
て
き
た
も
の
で
、
善
光
寺
平

の
み
な
ら
ず
越
後
、
越
中
、
加
賀
、
能
登
か
ら
の
荷
物
も
輸
送
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
松
代
藩
で
は
仁
礼
に
口
留
番
所
を
置
い
て
き
た
。

こ
れ
は
百
姓
も
代
官

領
主
も
承
知
ず
み
で
あ
り
、
江
戸

へ
の
廻
米
を
輸
送
し
た
り
、
飯
山
藩
、
長
沼

藩
、
須
坂
藩
、
松
代
藩
や
越
後
国
の
天
領
の
荷
物
も
馬
継
ぎ
し
て
き
た
」
と
仁

礼
、
大
笹
側
は
幕
府
公
用
荷
物
を
運
ん
で
き
た
こ
と
を
た
て
に
反
論
し
た
。

こ
の
争

い
に
対
し
て
、
幕
府
は
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
に
北
国
街
道
の
脇

往
還
と
し
て
大
笹
街
道
を
公
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
早
期
に
、
幕
府

が
公
認
し
た
背
景
に
は
幕
藩
体
制
に
お
け
る
諸
藩
の
年
貢
米
の
江
戸

へ
の
廻
米

や
北
上
州
払

い

（売
り
払
う
米
）
の
輸
送
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

に
加
え
、
生
産
性
の
低
い
大
笹
、
仁
礼
村
が
物
資
輸
送
に
よ
る
収
益
を
あ
げ
よ

う
と
す
る
動
き
と
結
び

つ
い
た
領
主
的
商
品

（米
穀
）
通
路
と
し
て
開
発
さ
れ

て
い

っ
た
。

江
戸
中
期

に
な
る
と
、
上
農
層
に
よ
る
中
馬
稼
ぎ
と
商
人
的
な
活
動
に
よ
り

北
信
地
方
に
お
け
る
、
た
ば
こ
、
菜
種
油
等
の
商
品
荷
物

の
通
過
が
多
く
な
り

米
穀
中
心
か
ら
農
民
的
商
品
流
通
路
の
性
格
を
強
め
た
。

天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
の
浅
間
山
大
噴
火
の
お
り
に
は
、
大
笹
村
は
幕
府

に
対
し
て
大
笹
街
道
の
復
旧
工
事
を
訴
え
、
幕
府
が
莫
大
な
費
用
を
か
け
て
道
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宇
原
川
を
さ
か
登
り
、
菅
平
峰

の
原
に
向
か
う

登
り

口
に
あ
る
大
谷
不
動
尊

の
山
門

（
黒
門
と
呼
ば
れ
て
い
る
。　
）

普
請
を
行
な

っ
た
こ
と
か
ら
も
、
公
街
道
と
し
て
重
視
し
て
い
た
と
言
え
る
。

大
笹
よ
り
沓
掛
宿

へ
の
道
筋
之
儀
、
北
国
枝
往
還

二
て
御
座
候
。
千
曲
川
流

支
の
節
は
、
佐
州

（佐
渡
）
御
証
文
並
北
国
御
大
名
様
家
中
方
御
通
行
も
有
之

北
国
御
用
御
囲
道

二
御
座
候
所
、
当
七
月
中

の
大
変

二
て
火
石
泥
押
悉
押
出
し

道
筋
自
普
請
難
相
成

二
付
…
…
…
云
々
と
訴
え
て
い
る
。

さ
ら
に
幕
末
に
な
る
と
、
農
民
的
商
品
流
通
が
盛
ん
に
な
る
と
大
笹
街
道
は

三
原
道
、
草
津
道
、
毛
無
道
、
山
田
道
等
の
開
拓
に
よ
る
北
信
濃
と
上
州
を
結

ぶ
抜
道
に
大
笹
街
道
は
お
さ
れ
衰
退
を
た
ど
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
物
資
の
輸
送
を
中
心
と
し
た
大
笹
街
道
は
、
須
坂
藩
な
ど
の
参

勤
交
代
や
武
士
の
公
用
旅
行
に
利
用
さ
れ
た
り
、
善
光
寺
参
り
、
草
津
温
泉
湯

治

へ
の
道
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
米
子
不
動
尊
、
大
谷
不
動
尊
、
四
阿
山
の
信

仰
者
や
修
験
者
に
利
用
さ
れ
た
往
時
を
数
多
く
残
さ
れ
た
石
仏
群
や
道
標
が
静

か
に
語
り
か
け
て
い
る
。
江
戸
時
代
と
と
も
に
生
き
た
北
国
街
道
の
高
原
バ
イ

パ
ス
道
と
し
て
の
大
笹
街
道
は
明
治
初
年
ま
で
善
光
寺
平
と
上
州
、
広
く
は
日

本
海
側
と
太
平
洋
を
直
線
的
に
結
ぶ
街
道
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
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慶
安
三
年
寅
八
月
十
四
日
　
仁
礼
道
裁
許
絵
図
写

う
す
い
時

重
ち

キ嘔ニ

颯
＝
「
手
所

六
里
眸

ゝ
ユ
rT

総 熱

‰

ぼ
冨
半 亀

準 ・ t‐

1

撻

写

やゃさ轟 油
鳴

已西
郎
支
配
所

ヽ

巧
ノ

ぽ

Ｔ

釣知
行
所

堀
長
門
守
知
行
）

中
野
御
障
屋
支
配

第
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菅
平
峰
の
原
地
籍
に
残
る
大
笹
街
道
。

冬
道
の
安
全
の
た
め
に
築
い
た
土
手
が
残
る
。

四
　
近
世
以
前
の
大
笹
街
道

大
笹
街
道
が
近
世
以
前
か
ら
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
南
北
朝
の
内

乱
期
に
、
こ
の
道
筋
に
あ
た
る

「
野
辺
原
」
と

「
米
子
」
の
は
げ
し
い
合
戦

（
一
三
五

一
）
の
経
緯
に
も
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉

へ
の
近
道
で
あ

る
菅
平
越
え

（後
の
大
笹
街
道
）
、
こ
の
道
の
確
保
が
問
題
で
あ

っ
た
か
ら
で

あ
る
。

つ
ぎ

に
武
田
信
玄
が

一
五
六
二
年
、
仁
礼
衆
五
〇
人
に
五
〇
〇
貫
の
地

を
与
え
て
い
た
こ
と
も
、
ま
た

一
五
六
六
年
信
玄
が
仁
礼
口
関
守
に
鎌
原
氏
の

通
行
を
知
ら
せ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
仁
礼
道
が
軍
事
上
、
交
通
上
重
要
な
通

路
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

五
　
近
世
大
笹
街
道
の
成
立

大
笹
街
道
は
北
国
街
道
の
脇
往
還
と
し
て
、
近
世
も
比
較
的
早
期
の
慶
安
三

年

（
一
六
五
〇
）
に
公
許
と
な

っ
た
。
そ
の
時

の
幕
府
裁
許
絵
図
面
中
に
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
松
城
ひ
西
之
方
之
者
共

ハ
、
北
国
海
道
を
可
相
通
、
松
城
ひ
東
之
方
之
者

ハ
、
仁
礼
海
道
を
可
相
通
候
、
但
　
松
城

ヨ
リ
東
之
方
之
者
も
、
北
国
海
道
通

り
度
者

ハ
心
次
第

二
可
仕
候
、
以
上
、
」

慶
安
三
寅
八
月
十
四
日

松
平
出
雲
守
　
　
　
③

安
藤
右
京
進
　
　
　
◎
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明
神
沢
に
あ
る
瀧
山
不
動
尊
常
夜
燈
。

右
慶
応
四
年
　
左
明
治

二
年

曽
根
源
左
衛
門
尉
　
①

伊
丹
蔵
人
　
　
　
　
①

杉
浦
内
蔵
允
　
　
　
①

朝
倉
石
見
守
　
　
　
①

神
尾
備
前
守
　
　
　
◎

（須
坂
市
春
木
町
　
羽
生
田
常
雄
氏
所
蔵
）

こ
の
街
道
の
宿
駅
は
信
州
側
の
仁
礼

（須
坂
市
仁
礼
）
、
上
州
側
の
大
笹

（
吾
妻
郡
嬬
恋
村
）
で
、
こ
の
二
宿
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
信
州
側
で
は
大

笹
街
道
、
上
州
側
で
は
仁
礼
街
道
と
か
信
州
街
道
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

交
通
路
と
し
て
の
大
笹
街
道
は
、
北
国
街
道
の
支
流
福
島
宿
か
ら
分
か
れ
、

井
上
村

（
須
坂
市
井
上
）
、
八
丁
村

（
同
高
甫
）
と
鮎
川
沿
い
に
の
ぼ
り
、
仁

礼
宿
を
経
て

（
北
方
か
ら
は
谷
街
道
＝
飯
山

・
中
野

・
小
布
施
‥
須
坂
↓
仁
礼

と
も
通
ず
る
）
、
急
坂
な
山
道
を

つ
づ
ら
折
り
に
標
高

一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余

を
登
り
切
る
と
菅
平
に
出
る
。
菅
平
高
原

（小
県
郡
真
田
町
）
で
は
大
明
神
沢

・
中
の
沢

・
渋
沢
を
横
ぎ
り
、
上
信
国
境
鳥
居
峠

（
一
三
六
二
メ
ー
ト
ル
）
を

越
え
て
上
州
田
代
村

（
吾
妻
郡
嬬
恋
村
）
経
由

で
大
笹
宿
に
至
る
道
筋
で
あ
る
。

仁
礼

・
大
笹
間
は

「
険
阻
な
山
道
八
里
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
上
、
冬
期
間
は
積

雪
と
吹
雪
の
た
め
、
交
通
も
と
だ
え
る
山
越
え
の
道
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
こ
の

延
長
は
、
大
笹
宿
か
ら
分
か
れ
て
、　
一
つ
は
中
山
道
沓
掛
宿
に
至
る

「
沓
掛
通

り
」
と
、
他

の

一
つ
は
大
戸
を
経
て
高
崎
に
至
る

「
大
戸
通
り
」
と
が
あ

っ
た
。

江
戸
に
送
ら
れ
る
諸
荷
物
は
、
こ
の
先
、
倉
賀
野

（高
崎
市
）
よ
り
舟
積
み
さ

れ
、
利
根
川
を
下

っ
た
。
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現
鳥
居
峠
よ
り
北

の
四
阿
山
側

に
あ
る
大
笹
街
道
。

こ
の
近
辺
で
四
阿
山

へ
の
道
と
交
叉
す
る
。

エハ
　
大
笹
街
道
の
機
能

大
笹
街
道
は
山
間
峠
越
え
と
い
う
き
び
し
い
道
筋
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
大
笹

街
道
を
利
用
す
れ
ば
、
福
島

・
沓
掛
間
は
二
宿

（
仁
礼

・
大
笹
）

ｏ
一
四
里
で

す
む
が
、
北
国
街
道

・
中
山
道
経
由
の
場
合
、　
一
〇
宿

・
二

一
甲
一に
も
な

っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
宿
継
ぎ
に
要
す
る
経
費
の
低
廉
性
や
、
加
え
て
迅
速
性
、
荷
い

た
み
等
の
点
か
ら
み
て
、
公
用
荷
優
先
の
北
国
街
道
に
対
し
、
商
荷
が
大
笹
街

道
に
向
け
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
須
坂
藩
の
場
合
で
は
、
江
戸

へ
の
日
数
で

一
日
短
縮

（
六
日
↓
五
日
）
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
大
笹
街
道
は

北
信
濃
と
上
州

・
江
戸
を
結
ぶ
近
道
で
あ

っ
た
。

大
笹
街
道
が
近
世
も
比
較
的
早
期
慶
安
期
に
幕
府
の
公
許
と
な

っ
た
背
景
に

は
、
善
光
寺
平
に
お
け
る
幕
藩
体
制
確
立
と
深
い
関
係
が
あ

っ
た
。
諸
藩

（飯

山

・
松
代

・
須
坂
等
）
の
城
米
輸
送
や
幕
領
に
お
け
る
早
期
石
代
金
納
の
た
め

の
換
金
化
が
主
因
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
江
戸

へ
の
城
米
輸
送
と
北
上
州
払

い
米
輸
送
の
た
め
の
道
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
輸
送
す
る
立
場
の
大

笹

・
仁
礼
村
な
ど
山
村
、
低
生
産
性
に
も
と
づ
く
、
交
通
運
輸
に
よ
る
収
益
を

目
指
す
動
向
が
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
領
主
的

流
通
路
と
し
て
の
性
格
が
成
立
期
の
特
長
で
あ
る
。

寛
保
―
延
享
に
か
け
て
、
大
笹
街
道
の
性
格
に
大
き
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る

時
期
で
あ

っ
た
。
高
井
郡
南
部
に
お
け
る
タ
バ
コ
・
菜
種
油
等
を
中
心
と
す
る

商
品
作
物
の
発
展
に
よ
り
、
形
成
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
豪
農
層
が
中
馬
稼
ぎ
に
進

出
し
、
輸
送
と
商
人
的
な
両
面
を
も

っ
て
経
済
活
動
を
営
ん
で
き
た
か
ら
で
あ
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る
。
こ
う
し
て
、
大
笹
街
道
は
こ
の
時
期
か
ら
農
民
的
商
品
流
通
路
と
し
て
の
性
格
が
強
く
加
わ

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
農
民
的
商
品
流
通
の
さ
ら
な
る
発
展
は
、
大
笹
街
道
に
お
け
る
輸
送
の
相
対
的
狭
除
化
に
よ
り
化
政
期
か
ら
他
の
抜
道
の
開
拓
が
進

行
し
、
特
権
的
な
大
笹
街
道
と
の
係
争
に
発
展
し
た
。
寛
政
期
の
三
原
道
、
文
政
期
の
草
津
道
の
条
件
付
き
公
認
を
み
る
と
、
農
民
的
商
品
流
通

の
盛
行
に
対
し
大
笹
街
道
発
展
に
限
界
が
あ

っ
た
。

他
方
、
通
行
者
に
と

っ
て
の
大
笹
街
道
を
み
る
と
、
武
士
に
よ
る
公
用
通
過
と
須
坂
藩
な
ど
参
勤
交
代
に
利
用
さ
れ
た
。
近
世
後
期
に
な
る
と

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
、
善
光
寺
詣
で
や
、
名
湯
草
津
温
泉
へ
の
旅
人
の
道
で
あ
り
、
ま
た
、
大
谷
不
動
尊

・
米
子
不
動
尊

・
四
阿
山
信
仰
者
や
行

者
の
通
る
道
で
も
あ

っ
た
。
旧
道
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
石
仏
群

や
道
標
が
往
時
を
語
り
か
け
て
い
る
。

七
　
伝
馬
と
助
郷

宿
は
近
世
に
お
い
て
は
、
幕
府
や
公
家
な
ど
公
用
旅
行
者
の
便
を

は
か
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
。
仁
礼
宿
に
お
け
る
、
伝
馬
制
や
助

郷
に
つ
い
て
は
、
史
料
を
欠
き
明
確
で
は
な
い
。
幕
府
の
朱
印
状
や

証
文
所
有
者
は
こ
れ
を
無
賃
で
使
用
し
て
き
た
。
し
か
し
参
勤
交
代

の
諸
大
名
や

一
般
旅
行
者
は
、
幕
府

の
定
め
た
お
定
賃
銭
や
相
対
賃

銭
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
駄
賃
金
は
、
幕
末
ま
で
に
何
回

か
変
動
が
あ

っ
た
。
宿
の
任
務
の
第

一
は
貨
客
の
逓
送
で
あ
る
。

こ

の
業
務
は
間
屋
が
取
扱

っ
た
。仁
礼
宿
の
場
合
、
間
屋
と
伝
え
ら
れ
る

家
は
、
上
の
間
屋

・
下
の
問
屋

・
新
問
屋
と
三
軒
あ
る
が

（内

一
軒

は
他

へ
引
越
す
）
史
料
の
散
逸
も
あ

っ
て
不
明
点
が
多
い
。

鳥
居
峠
に
あ
る
山
家
神
社
四
阿
山
奥
宮
東
参
道
入
口
に

あ
る
石
造
鳥
居
。
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植
林
さ
れ
る
以
前
の
鳥
居
峠
。

江
戸
時
代
は
お
そ
ら
く
こ
の
写
真
の
よ
う
な

原
野
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
撮
影
年
不
明

）

八
　
休
泊
施
設

宿
場
は
人
馬
の
継
ぎ
立
て
の
ほ
か
通
行
者
の
宿
泊
や
休
憩
の
場
所
で
も
あ

っ

た
。
身
分
あ
る
公
用
者
や
大
名
な
ど
の
体
泊
施
設
を
本
陣
と
呼
ぶ
が
、
仁
礼
宿

で
は
本
陣
と
問
屋
を
兼
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
旅
籠
屋
は

一
般
旅
行
客
の
宿

泊
用
の
も

の
で
あ

っ
た
が
、
仁
礼
宿
の
場
合
、
旅
籠
屋
も
茶
屋
も
明
ら
か
で
な

い
。
旅
客
が
多
く
な
る
と
旅
籠
屋
に
飯
盛
女
を
お
く
家
も
で
て
く
る
が
、
仁
礼

宿

で
は
、
全
盛
期
に
は
数
軒
あ

っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
菅
平
の
大
明

神
沢
、
渋
沢
で
は
荷
物

の
交
換
を
し
た
茶
屋
が
あ

っ
た
の
で
、　
一
般
旅
行
客
も

時
に
は
宿
泊
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

九
　
宿
泊
文
化

宿
場
は
多
く
の
人
々
の
通
過
と
休
泊
の
た
め
、
世
の
中
の
経
済

・
文
化
の
動

向
を
受
け
る
機
会
が
多
か

っ
た
。
化
政
期
、
十
返
舎

一
九
も
善
光
寺
か
ら
草
津

へ
、
こ
の
大
笹
道
を
取
材
旅
行
し
て
い
る
。

「
続
膝
栗
毛
」
の
中
に
は
、
福
島

の
渡
し

・
仁
礼
駅

・
茶
屋
の
さ
し
絵
が
あ
り
、
往
時
の
旅
人
や
宿
場
の
よ
う
す

を
し
の
ば
せ
る
。

仁
礼
宿
問
屋
の
生
ま
れ
で
あ
る
羽
生
田
修
平

（
一
八
九
四
―

一
八
二
八
）
は

江
戸
の
国
学
者
清
水
浜
臣
の
門
に
入
り
国
学
を
修
め
、
和
歌
を
よ
く
し
た
。
浜

臣
が
こ
の
街
道
を
通

っ
て
草
津
行
き
の
時
、
修
平
は
師
浜
臣
を
仁
礼
に
泊
め
て

い
る
。
こ
の
時
浜
臣
は

「
上
信
日
記
」
に
大
笹
街
道
の
さ
ま
を
細
か
く
描
写
し
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鳥
居
峠
か
ら
古
永
井
よ
り
に
あ
る
供
養
塔
。

仁
礼
と
上
田
の
分
岐
点
に
あ
り
、
ひ
つ
そ
り
と

木
立
の
中
に
あ
り
旅
人
の
道
じ
る
べ
に
役
立

つ

た
に
ち
が
い
な
い
。

て
い
る
。

十
　
明
治
以
降
の
大
笹
街
道

明
治
に
入
り
宿
駅
制
が
崩
れ
て
、
本
陣
は
廃
止
と
な
り
問
屋
に
も
俄
か
に
疲

弊
す
る
も
の
も
で
て
き
た
。
大
笹
街
道
も
明
治

一
一
年
、
現
在
の
交
通
路
が
開

発
さ
れ
た
。
さ
ら
に
信
越
線
開
通
と
と
も
に
、
宿
場
は
そ
の
機
能
を
失
い
さ
び

れ
て
い
っ
た
。

し
か
Ｌ

戦
後
の
自
動
車
の
普
及
や
観
光
が
栄
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
上
信
越

高
原
国
立
公
園
の

一
つ
の
入
□
と
し
て
、
道
路
の
整
備
と
相
ま

っ
て
脚
光
を
あ

び
て
き
た
。
雑
踏
の
都
市
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
温
泉
で
の
休
養
、
夏
の
避

暑

・
登
山

・
ゴ

ル
フ
、
冬
の
ス
キ
ー
等
、
大
自
然
を
求
め
る
動
向
が
結
び

つ
い

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
大
型
ト
ラ

ツ
ク
輸
送
や
国
道

一
八
号
線
の
交
通
渋
滞
を

避
け
、
北
信
濃
か
ら
関
東

へ
結
ぶ
最
短
距
離
道
と
し
て
、
か

つ
て
の
歴
史
の
道

を
新
た
な
視
点
で
浮
き
ば
り
に
し
て
き
て
い
る
。
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鳥
居
峠
よ
り
さ
ら
に
古
永
井
に
向
か

つ
て
浅
間
山

が
見
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
天
狗
松
。

こ
こ
か
ら
田
代
を
経
て
大
笹
宿
に
至
る
。

十

一

福

島

宿

０
　
成
立
と
構
成

福
島
宿
は
北
国
街
道
の

一
宿
駅
と
し
て
、
慶
長

一
六
年

（
一
六

一
一
）
当
時

高
田
に
い
た
松
平
忠
輝
に
よ
り
伝
馬
宿
証
文
を
与
え
ら
れ
て
成
立
し
た
。
そ
の

証
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

伝
馬
宿
書
出

一
御
伝
馬
仕
候
上

ハ
、
井
堀

・
川
よ
け

ハ
手
前
の
分

ハ
三
ケ

一
可
仕
、
縦
失
念

候
て
書
出
候
共
、
他
所

ヘ
ハ
一
切
普
請
に
罷
出
間
敷
事

一
江
戸

・
駿
州
　
御
朱
印
か
、
不
然

ハ
各
連
判
之
切
手
に
て
は
可
通
、
無
左
候

て
、
上
下

の
衆
わ
か
ま

ゝ
に
御
伝
馬
人
足
被
押
立
候
者
ヽ
越
府
近
所

ハ
府
中

へ
可
注
進
、
信
州
表

ハ
松
城

へ
可
致
注
進
候
事

一
上
下
の
も

の
共
宿
を
か
り
、
木
賃
も
不
渡
、
わ
か
ま

ゝ
に
於
有
之

ハ
、
是
又

押
置
可
注
進
仕
候
事

一
殿
様
御
泊
之
時
、
御
供
之
衆
、
亭
主
を
内
夫
に
遣
候
事
堅
停
止
之
事

一
御
供
衆
、
宿
の
た
き

ヽ
・
ぬ
か

・
わ
ら

・
草
以
下
み
た
り
に
取

つ
か
ひ
候
儀

停
止
候
、
若
左
様
之
非
分
の
輩
於
有
之

ハ
、
御
供
之
年
寄
衆

へ
目
安
を
可
上

事
一
大
伝
馬
之
時

ハ
、
隣
郷
の
人
馬
を
遣
、
伝
馬
宿

ハ
可
有
赦
免
、
江
戸

・
駿
河

如
御
仕
置
に
可
仕
、
若
俄
之
儀
に
て
人
馬
入
候
者
ヽ
伝
馬
奉
行

へ
人
馬
を
か

し
、
奉
行
よ
り
人
馬
の
た
ち
ん
を
可
取
事
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寛
文

二
年
沼
田
藩
真
田
伊
賀
守
に
よ
り
開
設

さ
れ
明
治
二
年
に
廃
関
と
な

つ
た
大
笹
関
所

跡
。

一
江
戸

・
駿
河
如
御
仕
置
、
伝
馬
宿

ハ
右
に
か

ヽ
り
候
役
赦
免
之
事

右
条
々
、
違
犯
之
族
於
有
之

ハ
以
目
安
可
申
上
候
、
若
隠
置
郷
中

つ
か
れ
候
者

庄
屋

・
肝
煎
の
も
の
共
可
為
越
度
者
也
、
働
如
件

守
　
　
黒
印

正
　
　
黒
印

守
　
　
黒
印

守
　
　
黒
印

守
　
　
黒
印

ふ
　
く
　
島

（須
坂
市
福
島
　
天
神
社
所
蔵
）

と
こ
ろ
で
北
国
街
道
は
、
追
分
で
中
山
道
と
分
か
れ
て
北
上
し
、
善
光
寺
平

に
入
る
と
矢
代
で
二

つ
に
分
か
れ
、
篠
ノ
井
―
丹
波
島

―
善
光
寺
―
稲
積

（
荒

町
）
―
牟
礼

の
道
と
、
矢
代
―
松
代
―
川
田
―
福
島

―
長
沼
―
神
代

（
豊
野
）

―
牟
礼
を
通
過
す
る

「
松
代
通
り
」
と
が
あ
る
。
松
代
通
り
は
、
犀
川
が
満
水

で
川
止
め
と
な

っ
て
丹
波
島
宿
近
く
の
市
村
の
渡
し
が
通
れ
な
い
場
合
、
川
幅

が
広
く
流
れ
の
ゆ
る
や
か
な
布
野
の
渡
し
越
え
で
北
陸

・
西
国

の
諸
大
名

に
よ

っ
て
利
用
さ
れ
る
場
合
が
多
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
福
島
宿
は
、
北

へ
は
布
野

の
渡
し
で
千
曲
川
を
渡
河
し
て
長
沼
宿

へ
通
じ
、
南

へ
は
千
曲
川
に
沿

っ
て
川

田
宿
に
通
じ
た
。

福
島
宿
は
千
曲
川
の
自
然
堤
防
上
に
南
北
に
発
達
し
た
宿
場

で
あ
る
。
宿
は

北
端
に
桝
形
が
あ
り
、
南
方

へ
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
町
並
を
な
し
、
中
央
に

石 大 遠 隼 筑

見 隅 江 人 後
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大
笹
宿

の
屋
並
。

用
水
堰
を
通
し
て
い
た
。

本
道
中
ほ
ど
か
ら
東
方

へ
大
笹
街
道
が
分
岐
し
て
い
る
。
大
笹
街
道
は
慶
安

三
年

（
一
六
五
〇
）
北
国
街
道
の
脇
道
と
し
て
幕
府
か
ら
裁
許
の
あ

っ
た
道
で

福
島
宿
か
ら
仁
礼

・
大
笹
と
結
び
、
北
信
濃
か
ら
北
上
州

・
江
戸

へ
の
近
道
で

あ

っ
た
。

伝
馬
役
負
担
は
、
村
高

一
〇
石

へ
か
け
ら
れ
、
負
担
割
合
は
人
足
五
五
人
、

馬

一
五
匹
、
公
定
伝
馬
人
足
八
人
、
馬

一
匹
で
あ

っ
た
。
江
戸
時
代
後
期
公
用

人
馬
の
通
行
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
宿
場
の
き
ま

っ
た
人
馬

（
伝
馬
人
足
）

だ
け
で
は
不
足
を
き
た
し
、
ま
た
高
負
担
に
苦
し
む
宿
場
を
救
う
た
め
に
も
助

郷
村
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
福
島
宿
の
助
郷
村
数
は
、
明
治
二

年
末
二
九
ケ
村
に
の
ぼ
り
、
上
高
井
郡

一
五
、
下
高
井
郡
六
、
上
水
内
郡
八
で

あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
最
も
遠
い
所
は
五
里
余
も
あ

っ
た
。
福
島
宿
に
お
け
る
文

久
元
年

（
一
七
六

一
）
の
宿
勤
人
足
＝
伝
馬
人
足
が
七
三
二

一
人
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
助
郷
馬
数
は

一
七
二
匹

（
定
助
郷

一
三
二
匹

・
大
助
郷
四
〇
匹
）
で

あ

っ
た
。

こ
の
の
ち
も
助
郷
人
馬
は
だ
ん
だ
ん
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
周
辺

の
農
村
に
と

っ
て
も
負
担
が
大
き
か

っ
た
。

本
陣

・
問
屋
は
兼
務
が
多
か

っ
た
。
旅
宿
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
次
不
祥

（
寅
年
と
あ
る
）
の
御
宿
帳
に
寺
二
軒

（勝
楽
寺

・
西
福
寺
）
と
民
家
二
六
軒

計
二
八
軒
が
記
さ
れ
て
い
る
。
参
勤
交
代
の
大
名
及
び
家
臣
数
に
応
じ
て
、
そ

の
都
度
旅
宿
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

福
島
宿
は
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
千
曲
川
通
船

の
着
船
所
と
し
て
も
、

1`■l■||■饉
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物
資
の
流
通
上
重
要
な
地
位
を
占
め
た
。
そ
れ
は
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
水
内
郡
西
大
滝
村

（
現
飯
山
市
西
大
滝
）
太
左
衛
門
が
千
曲
川
通
船

を
許
可
さ
れ
、
西
大
滝

・
福
島
間
の
通
船
が
始
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
通
船
は
天
保
四
年

（
一
八
三
二
）
に
は
上
流
の
松
代
ま
で

延
長
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
松
代
藩
だ
け
の
荷
品
だ
け
運
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
こ
の
た
め
宿
は
疲
弊
す
る
の
で
、
藩
は
年
間
籾
五
〇

俵
を
宿
助
成
に
下
付
し
た
り
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
、
船
主

・
福
島
宿

・
川
田
宿
三
者
間
で
規
定
さ
せ
、
通
船
取
締
役
を
お
き
、
荷
物
を
調

べ
口
銭
も
取

っ
た
。

十
二

仁

礼

宿

晰

鶴

蜃

順

は

、
大
笹
村
中
心
の
三
叉
路
に
あ
る
道
標
。

表
　
沓
掛
海
道

横
　
沼
田
　
草
津
江

０
　
成
立
と
構
成

北
国
街
道
松
代
通
り
福
島
宿
で
分
岐
し
て
、
菅
平
越
え
で
大
笹

宿

・
関
東

へ
向
か
う
大
笹
街
道
の
宿
場
。
松
代
藩
が
設
け
た
口
留

番
所
は
、
北
に
関
谷
、
南
に
浅
間
塚
に
置
か
れ
、
こ
の
間
、
距
離
約

一
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
間
屋
は
浅
間
塚
寄
り
の
常
量

に
二
軒
、

中
村
に

一
軒
あ
る
が
、
そ
の
時
代
に
よ

っ
て
交
代
で
務
め
た
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
脇
道
の
た
め
か
宿
の
形
態
は
あ
ま
り
整
え
ら
れ
た

様
子
が
み
ら
れ
な
い
。

近
世
以
前
の
大
笹
街
道
を
み
る
に
、
鎌
倉
時
代
に
は
善
光
寺
と

関
東
を
結
ぶ
道
で
あ

っ
た
。
こ
の
場
合
は
保
科

―
菅
平
を
経
て
い

る
。
室
町
時
代
の
連
歌
師
宗
祇
は
、
越
後
国
府
か
ら
信
濃
に
入
り

千
曲
川
を
渡

っ
て

「
菅
の
荒
野
」
越
え
で
草
津
に
赴
い
た
例
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
戦
国
期
に
は
保
科
口
だ
け
で
な
く
仁
礼
口
を
開
か

れ
て
い
る
。
武
田
信
玄
は
永
禄
五
年

（
一
五
六
二
）
仁
礼
衆
五
〇

-20-



人
に
五
〇
〇
貫
の
地
を
与
え
て
い
る
。
続
い
て
永
禄
九
年
信
玄
が
仁
礼
関
守
あ
て
に

「
鎌
原
築
前
守
糎
子

一
月
馬
五
疋
丼
人
夫
拾
人
之
分
、
荷
物

無
異
儀
可
勘
過
旨
」
と
あ
り
、
鎌
原
氏
の
通
行
を
知
ら
せ
て
い
る
点
、
中
世
に
お
い
て
も
軍
事
上

ｏ
交
通
上
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

近
世
北
国
街
道
の
宿
駅
整
備
に
は
大
笹
街
道
は
除
外
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
商
品
荷
物
は
仁
礼

・
大
笹
を
多
く
利
用
。
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）

本
街
道
の
矢
代

。
追
分
間

一
二
宿
が
大
笹
街
道
駄
賃
荷
物
通
過
禁
止
を
公
訴
、
翌
三
年
八
月
幕
府
の
裁
許
が
下

っ
た
。
裁
許
絵
図
面
に

「
松
代
よ

り
西
の
者
ど
も
は
北
国
街
道
を
通
る
こ
と
、
松
代
よ
り
東
の
者
は
仁
礼
道
を
通

っ
て
も
よ
い
。
但
し
、
松
代
よ
り
東
の
者
も
北
国
街
道
を
通
り
た

い
者
は
勿
論
通

っ
て
も
よ
い
」
と
記
さ
れ
、
大
笹
街
道
は
北
国
街

道
の
脇
街
道
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
こ
の
公
認
に
は
、
善
光
寺
平

諸
藩
や
幕
府
領
の
年
貢
米
、
江
戸
廻
米
や
北
上
州
払
い
、
石
代
金

納
の
た
め
の
換
金
化
の
必
要
か
ら
、
こ
れ
ら
領
主
層
の
大
笹
街
道

公
認

へ
の
要
請
が
強
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
井
上
村
百
姓
の

「
御
料
所
御

年
貢
諸
荷
物
附
通
し
」
と
あ
る
札
を
さ
し
た

「
多
葉
古
荷
」
を
差

し
押
え
た
こ
と
か
ら
出
入
が
生
じ
、
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）
仁

礼
宿
に
と

っ
て
き
び
し
い
裁
許
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
間
屋
役

四
人
は
役
取
放
し
、
名
主

ｏ
年
寄
は
御
叱
り
と
な

っ
た
。
敗
訴
復

活
は
不
可
能
と
さ
れ
た
が
、
大
笹
宿
の
協
力
を
得
て
馬
継
願
を
提

出
、
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
の

「
仁
礼
宿
馬
継
裁
許
状
」
に
よ

る
と

「
仁
礼
村
願
出
通
慶
安
之
裁
許
継
合
村
に
無
相
違
、
延
享
裁

許
以
後
も
御
用
丼
大
笹
荷
物

ハ
継
合
来
上

ハ
、
中
馬

ハ
格
別
其
余

諸
荷
物
福
島
村
同
様
可
継
合
旨
令
許
容
」
と
な
り
、
翌
八
年
、
仁

礼
宿
仕
法
書
上
を
松
代
藩
御
奉
行

へ
提
出
し
た
。
こ
の
期
に
な
る

仁
礼
の
村
は
ず
れ
に
あ
る
如
意
輪
観
音
を
線
刻
し
た

石
仏

（
西
原
公
会
堂
前

）

（
岩
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ヨ
ン
提
供

）

-21-



と
上
層
農
民
の
中
か
ら
豪
農
に
発
展
し
、
商
品
作
物

の
た
ば
こ
や
菜
種
油
の
生
産
や
輸
送
に
進
出
し
、
中
馬
稼
ぎ
と
い
う
側
面
で
流
通
面
を
掌
握

し
て
い

っ
た
。

０
　
環
境
の
現
状
と
特
性

福
島
部
落
か
ら
東
方
の
井
上
ま
で
は
平
坦
な
水
田
地
帯
で
あ
る
が
、
耕
地
整
理
の
た
め
旧
道
は
あ
と
か
た
も
な
い
。
井
上
集
落
は
扇
状
地
の
末

端
に
あ
る
の
で
、
こ
の
辺
か
ら
傾
斜
し
た
道
に
な
る
が
、
井
上
集

落
の
中
は
道
幅
も
広
く
家
並
み
は
東
に
向
か
い
の
び
て
い
る
。

「
明
和

の
信
州
中
馬
裁
許
書
」
に
よ
れ
ば
井
上
村
中
馬
は
二
七
匹

で
、
こ
の
地
方
と
し
て
は
多
く
、
大
笹
街
道
に
お
い
て
主
導
的
役

割
を
果
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
し
の
ぼ

っ
た
左
側
に
明
治

二
年
に
建
て
ら
れ
た
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
の
道

標
が
あ
る
、

「
右
仁
礼
草
津
道
、
左
須
坂
中
野
道
」
と
刻
ま
れ
て

お
り
、
谷
街
道
と
大
笹
街
道
の
交
差
点
を
示
す
。
こ
こ
よ
り
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ぼ

っ
た
右
家
並
み
の
裏
、
南
面
畑
地
の
中
に

小
坂
神
社
、
井
上
氏
の
居
館
跡
が
あ
り
、
そ
の
南
面
の
山
が
井
上

氏
の
大
城

・
小
城
で
あ
る
。
部
落
の
東
端

の
桝
形
を
進
む
と
左
側

の
お
堂

の
前
に
老
松
が

一
本
残

っ
て
い
る
。
こ
の
松
も
、
昭
和
十

年
こ
ろ
ま
で
は
天

・
地

ｏ
人
の
三
本
松
と
し
て
そ
ろ

っ
て
い
た
と

い
う
。
東
進
し
全
面
舗
装
の
県
道
須
坂
中
村
線
に
出
た
地
点
の
左

側
に

一
・
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
道
標
が
立
ち

「
右
草
津
仁
礼
道
、

左
さ
く
ば
み
ち
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
に
は
人
家
は
少
な

昭
和
五
十
六
年
台
風
十
五
号
で
流
失

（
仁
礼
西
原

）

上
田
笹
井
村

「

米
屋
小
左

工
門

（
岩
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ヨ
ン
提
供

）
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い
。
大
笹
街
道
は
鮎
川
の
段
丘
に
沿
い
東
南
の
方
角
に
、
ほ
ぼ
県
道
須
坂
中
村
線
と
平
行
し
部
分
的
に
残

っ
て
い
る
。
八
町
の
部
落
に
入
る
手
前

右
側
に
丼
上
城
の
支
城
で
あ
る
竹

ノ
城
跡
が
あ
る
。
典
型
的
な
遠
見
の
城
で
、
山
頂
よ
り
西
方
を
見
渡
せ
ば
、
善
光
寺
平
が

一
望
で
き
、
千
曲
川
の

流
れ
と
福
島
宿
か
ら
の
大
笹
街
道
が
井
上

の
軒
並
み
を
通
り
、
や
が
て
鮎
川
段
丘
に
沿

っ
て
走
る
様
を
見
お
ろ
せ
る
好
適
の
場
所
で
あ
る
。
鮎
川

橋
を
渡
り
八
町
の
集
落
を
貫
通
す
る
と
右
側
に
上
八
町
の
浄
水
場
が
あ
る
。
そ
の
左
側
の
上

・
下
八
町
の
村
中

へ
通
ず
る
道
境
に
道
標
が
あ
り
、

「
右
む
ら
み
ち
、
左
善
光
寺
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
県
道
か
ら
左
側
約

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
は
な
れ
た
段
丘
上
果
樹
園
の
中
に
八
町
鎧
塚
古
墳
が

あ
る
。
鮎
川
の
河
原
石
で
造
ら
れ
た
積
石
塚
で

一
号

・
二
号
墳
と

並
ん
で
い
て
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
栃
倉
部
落
を
西
側
に

見
お
ろ
す
川
べ
り
の
段
丘
上
に
道
祖
神
原
が
あ
り
、
こ
の
わ
か
さ

れ
に

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
道
標
が
あ
り

「
右
す
さ
か
、
左
ぜ
ん
光

寺
」
と
刻
ま
れ
、
そ
の
背
後
に

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
二

・
ニ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
巨
大
な
石
碑
が
立

っ
て
い
る
。
仁
礼
宿
に
入
る
手

前
左
側
に
約
二

・
八
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
馬
頭
観
世
音
の
巨
大
な
碑

が
立

つ
。
文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）
の
建
立
で

「
馬
元
長
拝
書
」

と
あ
る
。

仁
礼
宿
は
須
坂
の
南
東
約
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
り
、
標

高
お
よ
そ
五
二
〇
―
七
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
段
丘
上
に
十

一
の
集
落

が
点
在
し
て
い
る
。

（幕
末
は
約
二
〇
〇
戸
ほ
ど
）
　

下
の
入
口

関
谷
に
口
留
番
所
跡
が
あ
り
、
大
き
な
石
積
み
の

一
部
が
残

っ
て

い
る
。
こ
こ
が
桝
形
に
な

っ
て
い
る
。
宿
場
の
中
央
部
中
村
地
籍

の
右
側
に
大
谷
不
動
尊
の
里
堂
の
碑
が
立

っ
て
い
て
、
右
側
の
奥

に
そ
の
高
顕
寺
が
あ
る
。
県
道
を
の
ば

っ
て
中
村

の
は
ず
れ
右
側

大
谷
不
動
山
門
よ
り
分
か
れ
峰
の
原
に
登
り
き
る
下
に

あ
る
水
飲
み
場
近
か
く
の
石
仏
。

大
明
神
茶
や
所
右

工
門

（
岩
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ヨ
ン
提
供

）
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に
駒
津
家

（
通
称
新
間
屋
）
が
あ
り
、
土
塗
り
の
古
び
た
門
が
ま
え
を
今
に
残
し
て
い
る
。
こ
の
先
で
左
折
す
る
と
常
盤

・
浅
間
塚

・
西
原
集
落

が
あ
り
旧
大
笹
街
道
で
あ
る
が
、
直
進
す
る
と
仙
仁
を
通
り
菅
平
に
出
る
県
道

（
五
万
分
の

一
地
図
で
は
こ
れ
を
大
笹
街
道
と
記
し
て
い
る
）
と

な
る
。
こ
の
分
岐
点
の
西
側
に

「
郷
倉
」
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
建
築
年
代
不
祥
で
あ
り
修
理
改
築
さ
れ
て
い
る
が
昭
和
四
八
年
解
体
さ
れ
中
村

の
旧
位
置
か
ら
現
在
地
に
移
転
再
建
さ
れ
た
。
常
盤
の
坂
道
の
左
側
に
羽
生
田
家

（
通
称
下
の
問
屋
）
が
あ
る
。
昔
は
上

の
問
屋

（今
は
引
越
し

て
し
ま

っ
た
。
）
と
並
ん
で
い
て
、
本
陣

・
間
屋

・
名
主
を
兼
ね
、
苗
字
帯
刀
御
免
の
格
式
を
長
く
保
持
し
た
。
庭
の
老
松
が
そ
の
面
か
げ
を
残

し
て
い
る
。

常
盤

・
浅
間
塚

・
西
原
と
の
ぼ

っ
て
公
会
堂
前
に
西
国
三
二
番

を
模
し
た
観
音
像
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
人
家
が
全
く
途
絶
え
、

宇
原
川
沿
い
に
急
し

ゅ
ん
な
山
道
に
な
る
。
昭
和
四
〇
年
頃
開
通

さ
せ
た
大
谷
林
道
で
、
大
谷
不
動
黒
門
ま
で
は
旧
大
笹
街
道
と
平

行
し
て
い
る
の
で
旧
道
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
か
え
た
。
こ
こ
か
ら
菅

平
ま
で
の
山
道
は
最
大
の
難
場
の
た
め
か
多
く
の
石
仏
群
が
残
さ

れ
た
。
林
道
か
ら
は
ず
れ
て
残
さ
れ
た
石
仏
は
旧
道
か
ら
引
き
上

げ
ら
れ
林
道
沿
い
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
仁
礼
か
ら
約
四
キ

ロ
メ

ー
ト
ル
、
標
高

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
、
林
道
の
左
側
に
石
小

屋
洞
穴
が
あ
り
市
指
定
史
跡
と
な

っ
て
い
る
。
大
谷
不
動
の
黒
門

か
ら
菅
平
ま
で
の
大
笹
街
道
は
大
谷
林
道
と
わ
か
れ
、
音
を
そ
の

ま
ま
の
道
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
黒
門
の
前
に
道
標
が
あ
り

「
右

お
ほ
ざ
さ
、
左
ふ
ど
う
」
と
刻
ん
で
あ
る
。
旧
道
は
九
十
九
折
で

ク
マ
ザ
サ
が
道
の
両
側
に
生
い
茂

っ
て
い
た
り
、
雑
木
林
の
中
で

石
仏
群
も
数
多
く
あ
る
。
峠
近
く
や
や
平
坦
に
な
る
と
約

一
メ
ー

須
坂
市
と
真
田
町
の
境
界
付
近
に
あ
る
十

一
面
千
手
観
音
。

大
日
向
村
所
右

工
門
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
大
明
神
沢
茶
屋
の
亭
主
と
同

一
）
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大
笹
街
道
の
横
切
る
根
子
岳
上
部
よ
り
善
光
寺
平
を
菫
む
。

ト
ル
程
の
土
盛
り
を
し
た
土
堤
に
沿

っ
て
道
は
続
く
。

冬
期
吹
雪
で
道
を
迷
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
築
か

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
標
高
約

一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
峠

（
な
め
り
峠
）
を
越
す
と
菅
平
と
な
る
。
道
の

西
側
に
は
峯
の
原
ペ
ン
シ
ョ
ン
群
が
あ
り
、
最
後
に

十

ノ
原
の
供
養
塔
に
い
た
る
。
仁
礼
宿
か
ら
標
高
で

約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
登

っ
た
こ
と
に
な
る
。
東
側
に

は
根
子
岳

（
三
二
〇
七
メ
ー
ト
ル
）
の
頂
上
が
見
え

優
美
な
稜
線
を
え
が
い
て
広
大
な
菅
平
高
原
を
展
開

し
て
い
る
。

-25-



一一吻′宥身一一）一（



十
三
　
菅

平

の
信
濃
国
小
県
郡
甲
石
之
郷
指
出
帳
に
よ
る
と
菅
平
は
大
日
向
村
の

一
部
で
あ
り
、

「
沼
地
菅
平
長

一
里
、
横
二
十

「
茅
野
、
菅
平
、
大
ほ
ら
と
申
所
に
而
御
座
候
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
現
在
の
よ
う
な
集
落
は
発
達
し
て
い
な
か

っ
た

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

け
れ
ど
も
菅
平
は
、
上
田
盆
地
の
千
曲
川
右
岸

一
帯
を
う
る
お

す
神
川
の
水
源
地
で
あ
り
、

「
和
名
抄
」
に
あ
る

「
山
家
郷
」
の

地
で
、

「
延
喜
式
」
神
名
帳
に
み
え
る

「
山
家
神
社
」
の
奥
社
が

四
阿
山
頂
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
真
田
氏
が
北
上
州
方
面
に

勢
力
を
拡
大
す
る
過
程
か
ら
み
て
も
、
上
田

一
帯
を
お
さ
め
る
に

も
古
く
か
ら
開
発
が
行
な
わ
れ
、
四
阿
山

・
根
子
岳
の
広
大
な
裾

野
は
、
古
代
よ
り
真
田
氏
が
牧
場

の
経
営
に

利

用

し

た

の
で
は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

永
享

一
二
年

（
一
四
四
〇
）
山
家
神
社
銅
製
懸
仏

（
山
家
神
社

所
蔵
）
に

「
願
主
家
吉
　
四
阿
山
御
正

外
」
の
銘
が
あ
る
。
真
田

氏
の
信
仰
が
厚
く
、
永
禄
五
年

（
一
五
六
二
）
六
月
、
真
田
幸
隆
、

信
綱
は
四
阿
山
白
山
社
宮
殿
を
修
造

（山
家
神
社
文
書
）
。
天
正

三
年

（
一
五
七
四
）

一
一
月
、
信
綱
は
小
県
郡
蓮
華
童
子
院
に
四

阿
山
別
当
職
を
安
堵
し
て
い
る

（
同
文
書
）
。
天
正

一
〇
年
、
昌

幸
は
四
阿
山
宝
蔵
院
に
自
山
社
造
営
料
と
し
て
四
阿
山
山
守
役
等

北
信
牧
場
と
菅
平
。

牧
場
の
下
側
を
大
笹
街
道
が
通
る

（
現
在
は
ゴ
ル
フ
場

）
。
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な
め
り
峠
供
養
塔

（
真
田
町
と
須
坂
市
境
界
付
近

）

海
抜

一
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
仁
礼
宿
よ
り
八
〇
〇
メ
ー

ト
ル
登
る
。

こ
ヽ
か
ら
大
笹
宿
ま
で
約
十
五
キ

ロ
メ

‥
ト
ル
．

南
無
阿
弥
陀
仏
　
文
化
六
年
　
仁
礼
宿

を
寄
進
し
、
更
に
同

一
五
年

一
〇
月
、
小
県
郡
蓮
華
院
を
し
て
四
阿
山
の
樹
木

の
伐
採
を
停
止
せ
じ
め
て
い
る

（
同
文
書
）

（長
野
県
の
地
名
）
か
ら
み
て
も

真
田
氏
と
四
阿
山
の
関
係
は
深
か

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

近
世
初
頭
の
菅
平
の
開
拓
は
、
元
和
年
間

（
一
六

一
五
―
二
三
）
松
代
真
田

家
の
預
り
人
、
加
藤
道
光
が
試
み
た
と
松
代
町
史
は
伝
え
、
現
在
も
道
光
大
明

神
を
祀
る
。

つ
づ
い
て
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）
保
科
村
と
上
洗
馬
、
曲
尾
、

軽
井
沢
村

に
開
墾
が
許
可
さ
れ
た
が
失
敗
に
終
わ
る

（小
県
郡
年
表
）
。
弘
化

四
年

（
一
八
四
七
）
の
善
光
寺
大
地
震
の
大
水
害
で
被
害
を
受
け
た
川
中
島
よ

り
許
可
さ
れ
た
者
が
、
本
格
的
生
産
生
活
の
地
と
し
て
開
墾
を
始
め
、
嘉
永
四

年

（
一
八
五

一
）
に
上
田
藩
は
薬
草
栽
培
の
試
作
を
行
な
う
。
安
政
二
年
×

一

八
五
五
）
菅
平
墾
地
の
図

（上
田
市
横
関
早
苗
氏
所
蔵
）
に
は
、
保
科
街
道
沿

い
に

一
四
戸

（東
組
、
中
組
）
、
向
組
に
五
戸
、
計

一
九
戸
が
数
え
ら
れ
、
人

参
、
甘
草
、
芍
薬
、
大
黄
、
ウ
ル
シ
が
栽
培
さ
れ
、
ま
た
、
ま
や
び
た
ん
芋
が

試
作
さ
れ
、
澱
粉
製
造
の
水
車
小
屋
も
見
え
る
。
粟
、
そ
ば
の
食
用
作
物
は
も

ち
ろ
ん
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

薬
草
栽
培

で
活
気
の
あ

っ
た
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
に
は
、
三
十
四
戸
を

数
え
た
と
言
わ
れ
る
が
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
は
、
藩
主
の
没
後
、
財

政
の
窮
乏
に
よ
り
七
戸
に
減
り
、
明
治
二
五
年
に
は
百
戸
を
こ
し
、
明
治
二
八

年
の
凶
作
に
は
二
五
戸
、
と
い
う
よ
う
に
厳
し
い
自
然
と
の
闘
い
を
み
る
が
、

昭
和

一
七
年
頃
よ
り
高
原
野
菜
と

ス
キ
ー
普
及
の
た
め

一
一
０
・戸
、
昭
和
二
二

年
に
は

一
五
四
戸
、
昭
和
三
六
年
に
は
二

一
八
戸
と
年
々
増
加
を
た
ど
る
。
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な
め
り
峠
下
の
シ
ナ
ノ
キ
大
木
。

こ
ゝ
よ
リ
ゴ
ル
フ
場
を
横
切
り

三
本
松
を
経

て
明
神

沢

に
至
る
。
広
大
な
根
子
岳
、
四
阿
山
の
山
麓
、
十

ノ
原
を

一
望
で
き
る
。

大
笹
街
道
は
四
阿
山

・
根
子
岳
の
裾
野
地
帯
、
十

ノ
原
地
籍
を
通
過
し
、
北

は
須
坂
市
峰

ノ
原
、
東
は
群
馬
県
境
の
鳥
居
峠
と
接
す
る
。
享
保
七
年

（
一
七

二
二
）
小
県

・
高
井
郡
境
論
裁
許
の
絵
図
に
よ
る
と
大
笹
街
道
は
、
根
子
岳
尾

根
す
じ
の
、
な
め
り
峠
、
と
く
さ
久
保
を
経
て
、
大
明
神
沢
に
至

っ
て
い
る
。

大
明
神
沢
か
ら
西
側
に
二
筋
の
道
が
あ
り
、　
一
つ
は
仙
仁
村

へ
、
も
う

一
つ
は

保
科
村

へ
通
じ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
か
ら
み
る
と
、
大
明
神
沢
か
ら
仁
礼
宿
に

行
く
に
は
二
通
り
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
い
わ
ゆ
る
な
め
り
峠
を
越
す
も
の
と

現
バ
ス
道
と
ほ
ぼ
同
じ
仙
仁
峠
を
越
す
も
の
で
あ
る
。
長
野
市
保
科
と
結
ぶ
保

科
道
は
、
西
側
に
向
い
現
在
の
菅
平
の
集
落
地
を
通
過
し
、
西
組
あ
た
り
で
松

代

へ
も
通
じ
て
い
る
。
大
明
神
沢
か
ら
東
に
向
う
大
笹
街
道
は
、
次
に
根
子
岳

と
四
阿
山
の
間
の
中
ノ
沢
を
渡
り
、
陣

の
岩
上
を
通
り
渋
沢
に
出
て
旧
鳥
居
峠

へ
向
う
。
ま
た
大
明
神
沢
を
過
ぎ
南
の
大
日
向
村
を
経
て
上
田
に
向
う
道
も
あ

アつ
。菅

平
の
開
拓
は
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
沼
地
帯
で
あ
り
、
集
落
は
沼
地
帯

（菅
平
湿
原
）
の
東
側
に
東
組
、
中
組
、
西
組
と
保
科
道
に
沿

っ
て
発
達
し
、

現
在
は
、
ダ
ボ
ス
付
近
ま
で
延
び
て
い
る
。
湿
原
の
西
側
、
大
松
山
の
山
麓
に

向
組
の
集
落
が
あ
る
。

菅
平
の
東
側
は
、
上
野
国
、
北
側
は
高
井
郡
に
接
し
て
い
た
た
め
、
境
界
論

争
が
あ
り
、
小
県
郡
甲
石
村
と
吾
妻
郡
大
笹
村
の
国
境
は
元
禄

一
五
年

（
一
七

〇
二
）
に
現
在
の
県
境
に
幕
府
の
裁
断
が
お
り
、
高
井
郡

一
一
カ
村
と
小
県
郡

五
七
カ
村

の
論
争
は
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）
に
幕
府

の
裁
断
に
よ
り
、
現
在

-29-



の
郡
境
が
決
定
さ
れ
た
。

（
こ
の
二

つ
の
境
論
裁
許
状
は
真
田
町
外

一
市

一
町
共
有
財
産
組
合
に
所
蔵
）

日
　
環
境
の
現
状
と
特
性

菅
平
は
四
阿
山

（
二
三
三
二
メ
ー
ト
ル
）
、
根
子
岳

（
二
二
〇
七

メ
ー
ト
ル
）
の
南
西
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
広
が
る
裾
野
と
、
そ
の

裾
野
に
続
く
南
西
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
標
高

一
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
湿
原
を
囲
む
小
盆
地
よ
り
な
る
。
そ
の
裾
野
に
は
、
東
か
ら
滝
ノ
入

沢
、
中
之
沢
、
大
明
神
沢
、
唐
沢
の
四

つ
の
沢
が
あ
り
、
そ
の
沢

大
笹
街
道
に
残
る
老
木
で
二
本
松
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

日
本
ダ
ボ
ス
の
北
東
側
に
あ
り
、
こ
の
二
本
松
の
前

を
東
西
に
大
笹
街
道
が
あ
る
。

か
ら
流
れ
る
川
と
湿
原
か
ら
流
れ
で
る
大
川
と
は
、
菅
平
口

（
土

合
）
で
合
流
し
て
神
川
と
な
り
南
に
流
れ
千
曲
川
に
注
い
で
い
る
。

菅
平
を
地
形
的
に
分
け
る
と
、
山
岳
地
帯
、
裾
野
地
帯

（十

ノ

原
）
、
沼
地
帯

（
沼
平
）
の
三

つ
に
な
り
、
集
落
は
沼
地
帯
に
密

集
し
て
い
る
。
そ
の
沼
地
の
小
盆
地
北
端
は
仙
仁
峠
、
西
端
は
保

科
峠
が
あ
り
、
長
野
盆
地
に
向

っ
て
大
き
く
浸
食
さ
れ
て
い
る
。

集
落
の
あ
る
菅
平
の
気
候
は
、
温
帯
山
岳
気
候
を
呈
し
、
夏
は

冷
涼
で
冬
は
寒
気
が
厳
し
く

一
年
を
通
じ
昼
夜

の
気
温
の
差
が
著

し
い
。
盆
地
状
に
形
成
さ
れ
た
菅
平
は
低
緯
度
で
あ
り
な
が
ら
北

海
道
な
み
で
、
夏
は
札
幌
、
旭
川
よ
り
冷
涼
で
冬
は
稚
内
と
ほ
ぼ

等
し
い
。
平
年
に
お
け
る
初
雪
は
十

一
月
四
日
、
終
雪
は
四
月
十

四
日
で
、
根
雪
期
間
は
普
通
十
二
月
上
旬
よ
り
四
月
上
旬
ま
で
で

あ
る
。

大
笹
街
道
の
通
る
根
子
岳
、
四
阿
山
の
南
西
斜
面
は
、
牧
場
と

し
て
優
れ
た
条
件
で
あ
り
、
明
治
初
期
よ
り
北
信
牧
場
と
し
て
開
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大
笹
街
道
、
保
科
道
、
米
子
道
の
交
叉
す
る

大
明
神
沢
の
瀧
山

（
米
子

）
不
動
尊
常
夜
燈
。

土
合
よ
り
菅
平
に
至
る
旧
道
も
こ
ゝ
を
通
り

保
科
道
と
兼
用
と
な
る
。

発
さ
れ
て
き
た
。
明
治
中
期
に
は

一
七
〇
〇
頭
の
放
牧
を
数
え
、
面
積
は
わ
が

国
有
数
で
あ
り
、
県
下
第

一
の
大
牧
場
で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
、
ゴ

ル
フ
場
、

別
荘
地
、
農
地
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
に
大
笹
街
道

下
が
旧
五
七
カ
村
に
官
有
地
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
、
現
在
は

一
市

一
町
共
有
財

産
組
合
所
有
と
な
り
、
明
治

一
六
年

（
一
八
八
三
）
に
大
笹
街
道
よ
り
上
は
北

信
牧
場
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
笹
街
道
は
北
信
牧
場
と
財
産
組
合
の
山
林

と
の
境
に
あ
る
た
め
、
時
代
と
と
も
に
改
修
さ
れ
た
が
、
往
古
の
面
影
を
残
し

て
い
る
。
昭
和
三
八
年
に
完
成
し
た
十

ノ
原
林
道
は
大
笹
街
道
と
数
力
所
交
叉

す
る
が
、
併
用
は
し
て
い
な
い
。
残
念
な
こ
と
に
は
、
ゴ

ル
フ
場
、
農
地
、
別

荘
地
に
転
用
さ
れ
た

一
部
分
は
、
道
跡
を
消
し
て
し
ま

っ
た
。

大
笹
街
道
は
仁
礼
宿
か
ら
の
宇
原
川
に
沿

っ
て
上
り
、
大
谷
不
動
山
門
を
右

へ
曲

ヽ
り
、
険
し
く
い
く
え
に
も
曲

っ
た
道
を
登
り

つ
め
、
熊
笹
の
平
を
し
ば
ら

く
い
く
と
左
手
に
根
子
岳
を
あ
お
ぎ
、
眼
下
に
善
光
寺
平
を
見
お
ろ
す
と
こ
ろ

「
な
め
り
峠
」
に
達
す
る
。
な
め
り
峠
か
ら
の
大
笹
街
道
は
芝
地
を
ゴ

ル
フ
場

め
が
け
て
下
り
、
三
本
松
を
経
て
林
の
中
の
別
荘
地
、
畑
を
通
り
十
ノ
原
林
道

と
交
叉
し
て
生
物
研
究
所

（
筑
波
大
学
）
の
柵
に
沿

っ
て
下
る
と
大
明
神
沢
茶

屋
跡
と
な
る
。
こ
の
間
が
ゴ

ル
フ
場
、
別
荘
地
、
畑
地
に
よ
り
道
跡
を
な
く
し

て
し
ま

っ
て
い
る
。
大
明
神
沢
茶
屋
跡
よ
り
県
企
業
局
開
発
の
別
荘
地
の
北
側

を
通
り
中
之
沢
茶
屋
跡
、
こ
こ
か
ら
陣
の
岩
の
上
ま
で
登
り
、
四
阿
高
原
別
荘

地
南
側
ま
で
は
平
ら
の
道
で
あ
り
、
熊
笹
は
背
丈
ほ
ど
茂

っ
て
い
て
、
大
笹
街

道
の
特
徴
が
残

っ
て
い
る
。
四
阿
高
原
別
荘
地
南
か
ら
滝

ノ
入
沢
を
こ
し
て
鳥
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大
明
神
沢
茶
屋
跡
。

川

の
東
側
に
あ
り
、
現
在
は
平
坦
部
と

石
積
み
が
残
る

の
み
で
あ
る
。

居
峠
、
遠
く
に
浅
間
山
が
見
え
、
い
よ
い
よ
十

ノ
原
が
終
わ
り
、
渋
沢

一
軒
屋

ま
で
急
な
下
り
坂
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
ず
か
国
道

一
四
四
号
と
合
流
し
て
滝

ノ
入
沢
を
渡
り
、
ま
た
鳥
居
峠
ま
で
は
国
道
と
分
れ
て
尾
根
道
を
登
る
。
旧
鳥

居
峠
を
過
ぎ
、
浅
間
山
を
前
方
に
古
永
井
、
田
代
を
経
て
、
嬬
恋
村
大
笹

へ
と

平
坦
な
道
が
続
く
。

菅
平
を
通
る
大
笹
街
道
の
海
抜
は
、
な
め
り
峠

一
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
大
明

神
沢
茶
屋
跡

一
三
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
中
之
沢

一
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
渋
沢

一
軒

屋

一
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
旧
鳥
居
峠

一
二
九
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
冬
場
は
交
通
困

難
で
あ
り
、
晩
秋
や
早
春
で
も
雪
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
文
化
七
年

（
一
八

一
〇
）
十
月
の
吹
雪
遭
難
死
後
始
末
証
文

（
大
日
向
、
大
熊
荒
司
氏
所

蔵
）
に
十
月
二
四
日
な
め
り
峠
下
細
久
保
で
二
人
が
遭
難
死
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
山
岳
バ
イ
パ
ス
輸
送
道
は
、
関
所
等

の
障
害
物
は
少
な
く
、
短
距

離
で
あ

っ
た
が
、
激
し
い
気
候

の
変
化
と
喰
し
い
山
坂

の
道
で
、
け

っ
し
て
安

易
で
は
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
八
月
、
大
笹
道
普
請
議
定
書

（横
沢
、
久

保
雄
二
郎
氏
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
雪
中
通
路
は
大
嵐
で
道
筋
を
見
失
い
往
来
の

人
馬
が
怪
我
を
す
る
た
め
、
小
県
郡
甲
石
村
と
高
井
郡
仁
礼
宿
の
双
方
で
郡
境

ま
で
土
手
を
築
き
、
冬
道
通
路
の
安
全
を
は
か

っ
た
と
記
さ
れ
、
そ
の
土
手
は

現
在
も
残

っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

菅
平
十

ノ
原
を
通
る
こ
の
街
道
の
周
辺
に
は
特
別
遺
跡
等
は
見
ら
れ
ず

一
日

一
〇
〇
駄
を
こ
す
荷
を
運
ぶ
馬
方
の
落
し
た

「
き
せ
る
」
の
ガ

ン
首
が
時
々
発
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中
之
沢
茶
屋
跡
。

川
の
東
側
に
あ
り
、
現
在
は
落
葉
松
林
の
中
に

平
坦
部
と
石
積
み
が
熊
笹
に
う
も
れ
て
い
る
。

見
さ
れ
た
と
い
う
文
化
的
な
臭
い
の
し
な
い
わ
び
し
い
道
と
し
て
、
時
代
に
と

り
残
さ
れ
て
昔
の
面
影
を
静
か
に
消
そ
う
と
し
て
い
る
。

日
　
遺
跡
等
の
保
存

１
　
な
め
り
峠
　
須
坂
市
と
真
田
町
の
境
界
に
あ
る
。
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）

の
高
井
郡
と
の
境
界
決
定
に
よ
る
と
、
四
阿
山
峰
通
よ
り
根
小
嶽
　
鞍
掛
千

枚
岩
　
な
め
り
峠
鹿
留
地
蔵
峰
か
ん
ば
峠
迄
水
落
峰
通
り
南
は
小
県
、
北
は

高
井
郡
と
す
る
と
い
う
文
面
が
あ
る
。
現
在
は
、
な
め
り
峠
の
名
前
さ
え
忘

れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
根
子
岳
、
十

ノ
原
、
浅
間
山
が

一
望
で
き
、
善
光
寺
平
を
眼
下
に
見
る
。
な
め
り
峠
よ
り
、
わ
ず
か
須
坂
市

峰
ノ
原
地
籍
に
人
馬
供
養
塔
等
が
数
個
あ
り
、
百
番
供
養
塔
は
縦
六
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
慶
応
二
年
と
記
さ
れ
て
い

Ｚ
つ

。

２
　
な
め
り
峠
下
の

「
シ
ナ
ノ
キ
」

目
通
り
周
囲
二

・
六
五
メ
ー
ト
ル
の
大

さ
の
巨
木
。
菅
平
に
あ
る
シ
ナ
ノ
キ
の
う
ち
で
最
も
樹
齢
が
古
い
と
思
わ
れ

る
。
日
本
特
産
の
山
地
に
は
え
る
落
葉
高
木
で
枝
は
よ
く
繁
り
、
若
い
木

の

皮
は
縄
の
代
用
と
な
る
。
元
来
、

シ
ナ
は

「
結
ぶ
、
し
ば
る
、
く
く
る
」
と

い
う
ア
イ
ヌ
語
の
意
味
か
ら
き
た
と
い
わ
れ
る
。

３
　
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
の
自
生
地
　
ス
イ
カ
ズ
ラ
科

ツ
キ

ヌ
キ
ソ
ウ
属
　
多
年
草

で
高
さ
七
〇
―
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
葉
は
さ
じ
形
で
先
端
が
と

が
り
、
対
生
す
る
葉
が
ね
も
と
で
葉
脚
が
ゆ
着
し
、
茎
を
囲
み
、
茎
が
葉
を
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中
之
沢
よ
り
陣
の
岩
に
至
る
大
笹
街
道
。

陣
の
岩
よ
り
真
田
氏
本
城
と
上
田
盆
地
が

一
望
で
き
る
。

つ
ら
ぬ
く
よ
う
に
み
え
る
の
で
こ
の
名
が

つ
い
た
。
日
本
ダ
ボ

ス
付
近
の
唐

沢
川
周
辺
に
分
布
し
、
県
の
天
然
記
念
物
に
昭
和
三
五
年
に
指
定
さ
れ
る
。

ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
は
本
県
に
限
ら
れ
、
し
か
も
上
小
、
佐
久
地
方
に
自
生
し
て

分
布
の
範
囲
は
せ
ま
い
。

４
　
石
割
り
の
ア
オ
ナ
シ
　
日
本
ダ
ボ
ス
の
周
囲
八

ｏ
七
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
安
山
岩
の
割
れ
日
に
自
生
し
、
成
長
と
共
に
そ
の
石
を

割
り
広
げ
て
大
木
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
名
前
が

つ
け
ら
れ
た
。
目
通

り
周
囲

一
・
六
メ
ー
ト
ル
の
太
さ
で
樹
高

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
本
州
中
部
に
産

し
て
分
布
上
珍
し
く
、
野
生
梨
の
新
品
種
と
し
て
命
名
さ
れ
、
真
田
町
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

５
　
三
本
松
　
牧
場
に
は
以
前
に
は
目
じ
る
し
の
名
木
が
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、

現
在
は
枯
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
三
本
松
は
、
大
笹
街
道
の

目
じ
る
し
と
し
て
今
も
残

っ
て
い
る
。
目
通
り
周
囲
四

ｏ
一
メ
ー
ト
ル
あ
り

地
上

一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
所
よ
り
三
本
に
分
れ
て
い
る
た
め
に
三
本
松
と

名
づ
け
ら
れ
た
。

６
　
大
明
神
沢
　
こ
こ
に
は
、
川
を
は
さ
ん
で
東
側
に
茶
屋
跡
が
あ
り
、
西
側

に
瀧
山
不
動
尊

（米
子
不
動
尊
）

へ
の
登
り
口
が
あ
る
。
大
笹
街
道
、
仙
仁

峠
を
越
す
道
、
保
科
道
、
米
子
不
動
道

（上
田
小
県

・
佐
久
方
面
か
ら
米
子

不
動

へ
参
拝
す
る
道
）
の
交
叉
点
の
大
明
神
沢
は
地
形
的
に
見
て
重
要
地
で

あ
り
、
橋
板
を
の
せ
た
石
積
み
が
川
岸
に
残

っ
て
い
る
。

７
　
大
明
神
沢
茶
屋
跡
　
現
菅
平
牧
場
畜
産
農
業
協
同
組
合
の
土
地
で
、
そ
こ
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上
渋
沢

一
軒
屋
（
大
久
保
正
己
氏
所
有

）

大
笹
街
道
は
、
こ
の
家
の
間
を
通
り
鳥
居
峠

に
至
る
。

に
最
近
ま
で
西
村
氏
が
住
み
、
平
の
と
こ
ろ
は
畑
と
な

っ
て
い
た
が
、
今
は

廃
家
だ
け
が
残

っ
て
い
る
。
や
や
平
な
部
分
は
百
坪
た
ら
ず
で
茶
屋
の
規
模

は
記
録
に
も
な
く
は

っ
き
り
と
し
な
い
が
、
面
積
か
ら
み
て
荷
物
の
中
継
地

と
し
て
最
小
の
規
模
の
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
仁
礼
、
大
笹
宿
の
中

間
の
大
明
神
沢

（
ま
た
は
中
之
沢
）
は
荷
物

の
中
継
地
あ
る
い
は
交
換

（荷

が
え
）
す
る
休
息
所
と
し
て
は
重
要
な
位
置
で
あ
り
、
時
に
は
仁
礼
宿
か
ら

荷
物
を
前
日
大
明
神
沢
に
上
げ
、
翌
朝
空
馬
で
仁
礼
宿
よ
り
き
て
、
こ
こ
か

ら
大
笹
宿

へ
運
ぶ
方
法
も
と
ら
れ
た
。

８
　
米
子
不
動
道
　
土
合

（菅
平
口
）
で
上
州
街
道
と
分
れ
、
真
北
に
登
り
松

之
木
坂
、
栗
之
木
坂
を
経
て
大
明
神
沢
に
至
り
、
根
子
岳
頂
上
の
下
、
避
難

小
屋
を
通
り
四
阿
山
裏
の
米
子
不
動

へ
参
拝
す
る
道
。
ま
た
こ
の
道
は
、
現

在
の
土
合
、
菅
平
の
道
が
通
る
ま
で
は
菅
平
と
上
田
を
結
ぶ
道
と
し
て
も
重

要
で
あ
り
、
馬
草
刈
や
薪
だ
し
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

大
明
神
沢
の
米
子
不
動
の
入
り
口
に
は
、
瀧
山
不
動
尊
常
夜
塔
が
慶
応
四
年

と
明
治
二
年
に
建
立
さ
れ
、
寄
進
者
に
は
、
上
田
小
県

・
小
諸
の
五
三
名

の

名
前
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
慶
応
四
年
に
奉
勧
請
　
一二
十
六
童
子
の
石
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
三
〇
個
の
小
さ
な
童
子
石
碑
が
牧
場
よ
り
集
め

ら
れ
、
こ
の
場
所
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
根
子
岳
に
向
う
米
子
不
動
道
よ
り
集

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
保
科
道
　
大
明
神
沢
で
大
笹
街
道
と
西

へ
分
れ
、
東
、
中
、
西
組
を
経
て

保
科
、
善
光
寺
に
通
じ
る
道
。
大
明
神
沢
よ
り
東
組
ま
で
は
現
在
、
生
物
研
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究
所
、
農
耕
地
と
な
り
道
跡
は
な
い
。
菅
平
西
組
か
ら
保
科

へ
通
じ
る
道
は
、
新
古
三
筋
の
道
が
あ
る
が
、
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）
境
論
絵

図
に
よ
る
と
、
石
戸
山
の
北
側
を
通
り
尾
根
を
下
り
山
内

へ
出
て
保
科
に
通
じ
る
。
現
バ
ス
道
と
赤
野
田
に
出
る
二
筋
の
道
は
新
し
い
開
発
と

考
え
ら
れ
る
。
　
ヨ
ロ
妻
鏡
」
に
文
治
二
年

（
一
一
八
七
）
保
科
宿
の
遊
女
に
つ
い
て

「
立
川
寺
年
代
記
」
に
は
、
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）
善

光
寺
参
詣
と
あ
り
、
頼
朝
が
菅
平
を
通
過
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
と
も
か
く
善
光
寺
と
上
州

・
関
東
を
結
ぶ
鎌
倉
初
期
頃
の
重
要
路
線
と
考
え

ら
れ
る
。
昭
和
五
二
年
に
菅
平
中
組

の
保
科
道
沿
い
で
土
師
住
居
址
が
見

つ
か
り
、
灰
釉
耳
皿
が
出
土
し
て
い
る
。
西
組
よ
り
保
基
谷
岳
を
経

て
松
代
に
通
じ
る
道
は
、
元
和
八
年

（
一
六
三
二
）
真
田
氏
が

一・　
　
松
代

へ
移
封
と
な

っ
た
以
後
、
沼
田
へ
通
じ
る
道
と
し
て
も
重

一
　
　
要
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「
千
曲
の
真
砂
」
に
、
川
田
村

一　

　

の
町
中
よ
り
右
に
行
く
道
あ
り
、
保
科
村
、
保
科
峠
を
越
え
て

上
州
大
笹

へ
出
て
江
戸

へ
行
く
道
な
り
、
こ
の
辺
の
人
東
武

ヘ

・　

　

行
く
に
は
大
方
、
こ
の
道
を
行
く
な
り
、
保
科
村
に
阿
弥
陀
山

・
　

清
水
寺
と
云
う
古
寺
あ
り
と
記
さ
れ
る
。

‐‐‐

１０
　
中
之
沢
茶
屋
跡
　
大
明
神
沢
茶
屋
跡
よ
り
東
二

・
五
キ

ロ
メ

・・
　
　

―
ト
ル
の
位
置
。
現
十
ノ
原
林
道
中
之
沢
橋
よ
り
わ
ず
か
下
側

の
落
葉
松
林
の
平
坦
な
部
分
に
石
積
の
み
が
残
る
。
記
録
に
は

な
い
が
、
交
通
が
盛
ん
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
大
明
神
沢
茶
屋

を
補
う
た
め
に
発
達
し
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｈ
　
陣
の
岩
　
中
之
沢
と
ウ
ラ
ナ
シ
沢
の
中
間
で
標
高

一
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
十
数
メ
ー
ト
ル
の
岩
場
。
こ
こ
か
ら
真
田
氏
本
城
跡
、
上

田
盆
地
が

一
望
で
き
る
。
大
笹
街
道
は
、
こ
の
上
を
通
り
渋
沢

一
軒
屋

へ
向

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
岩
陰
遺
跡
が
あ
り
、
弥
生

鳥
居
峠
を
経
て
古
永
井
に
向
か
い
、
真
田
よ
り
く
る
上
州
街

道
と
の
交
叉
点
に
あ
る
供
養
塔
。

訪
〔一
へ連いみち　享和三年
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供
養
塔
よ
り
古
永
井
側
に
あ
る
天
狗
松
。

三
本
松
と
な
ら
ぶ
大
笹
街
道
の
老
松
。

式
土
器
、
土
師
器
等
出
土
、
弥
生
時
代
の
山
地
で
の
生
活
を
考
え
る
遺
跡
と

し
て
重
視
さ
れ
る
。

‐２
　
渋
沢

一
軒
屋
　
大
笹
街
道
と
国
道

一
四
四
号
と
接
す
る
と
こ
ろ
。
こ
の

一

軒
屋
は
大
久
保
正
己
氏
所
有

で
、
江
戸
末
期
の
母
屋
と
二
棟
の
小
屋
が
廃
家

で
残

っ
て
い
て
昔

の
面
影
が
あ
り
、
物
資
取
次
、
茶
屋
を
兼
ね
た
。
ま
た
隠

居
部
屋
と
水
車
小
屋
の
跡
と

一
枚
の
小
さ
な
水
田
跡
が
あ
る
。
海
抜

一
一
二

〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
水
田
と
し
て
は
限
界
地
で
あ
る
。
水
車
小
屋
は
高
井

方
面
よ
り
運
ば
れ
た
米
を
精
米
に
し
て
上
州
に
運
搬
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ

た
。　
一
日
で
運
ば
れ
る
米
俵
に
刺
す

「
サ
シ
」
か
ら
こ
ぼ
れ
る
米
は
、
判
切

一
ぱ
い
と
な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
渋
沢
は
こ
こ
よ
り
下
、
鳥
居
峠
の
麓
集
落

と
し
て
発
達
、
大
日
向
村
に
属
し
上
渋
沢
と
下
渋
沢
に
分
れ
る
。　
一
軒
家
は

上
道

（
う
わ
み
ち
）
の
家
と
称
し
た
。

‐３
　
鳥
居
峠
　
真
田
町
と
嬬
恋
村
の
県
境
に
あ

っ
て
標
高

一
三
六
二
メ
ー
ト
ル

で
、
大
笹
街
道
と
上
州
街
道
の
交
叉
点
で
あ
る
。
ま
た
四
阿
山
頂
の
山
家
神

社
奥
社

へ
の
参
拝
口
で
石
の
鳥
居
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
大
笹
街
道
の
通
る

旧
鳥
居
峠
は
、

こ
こ
よ
り
北
方
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
に
あ
る
。
鳥
居
峠
を

通
る
上
州
街
道
と
旧
鳥
居
峠
を
通
る
大
笹
街
道
は
県
境
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
東

側
で
合
し
、
古
永
井

へ
向
う
。
江
戸
期
よ
り
善
光
寺
平
の
油
は
鳥
居
峠
を
こ

え
て
高
崎
方
面
に
運
ば
れ
た
た
め
油
峠
と
称
さ
れ
た
。
信
州
米
や
北
陸
か
ら

の
塩
は
畑
作
地
帯

の
北
上
州

へ
、
こ
の
峠
を
越
え
送
ら
れ
た
。

‐４
　
上
州
街
道
　
上
田
か
ら
の
上
州
街
道
は
上
渋
沢
で
、
渋
沢
川
を
渡
り
蚕
影

神
社
の
あ
る
山
を
登
り
鳥
居
峠
に
至

っ
た
。
寛
文

一
一
年

（
一
六
七

一
）
上
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県
指
定
天
然
記
念
物
　
ツ
キ
ヌ
キ
草

町
指
定
天
然
記
念
物
　
石
割
り

の
ア
オ
ナ
シ

田
領
内
各
村
里
程
調
査
に
よ
る
と
、
上
田
城
よ
り
東
北
に
行
く
も
の
即
ち
鳥

居
峠
道
と
あ
り
、
上
田
、
鳥
居
峠
間
五
里
四
町
余
、
上
田
、
大
笹
間
八
里
で
、

仁
礼
、
大
笹
七
里
半
と
ほ
ぼ
同
じ
距
離
に
あ
る
。
近
世
初
頭
前
後
、
武
田
、

真
田
氏
に
よ
り
、

こ
の
道
は
整
備
さ
れ
て
、
交
通
上
戦
略
上
重
要
路
線
で
あ

っ
た
。
冬
期
は

峠

か

ら
大
笹
街
道
を
避
け
て
、
鳥
居
峠
よ
り
こ
の
道
を
経

て
地
蔵
峠
を
越
え
北
信
濃
と
上
州
を
結
ん
だ
。
明
治
初
年
、
上
田
、
中
之
条

線

（
そ
の
後
改
修
さ
れ
国
道

一
四
四
号
線
）
が
開
通
す
る
と
、
大
笹
街
道
の

荷
物
は
、

こ
の
道
を
通
過
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
笹
街
道
は
衰
退
し
て
北
上

州
の
生
活
圏
は
上
田
と
強
く
結
び

つ
い
て
い
く
。

‐５
　
的
岩
　
上
信
境
に
沿

っ
て
全
長
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
屏
風
状

で
、

高
さ
は
最
高

一
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
ニ
ー
四
メ
ー
ト
ル
の
柱
状
節
理
、
複
輝
石

安
山
岩

の
岩
壁
で
標
高

一
七
八
〇
メ
ー
ト
ル
を
数
え
る
。
昭
和

一
五
年
に
国

の
名
勝
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
源
頼
朝
が
巻
狩
を
し
た
時
に

弓
の
練
習
の
的
場
と
し
た
と
い
う
伝
説
が
残

っ
て
い
る
。

‐６
　
百
番
供
養
塔
　
鳥
居
峠
を
過
ぎ
大
笹
街
道
と
上
州
街
道
の
合
う
地
点

（古

永
井
地
籍
）
に
あ
る
。
高
さ

一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
上
幅
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
下
幅
五
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
に
田
代
村

干
川
伊
兵
衛
が
秩
父
、
板
東
、
西
国
、
百
番
供
養
塔
と
し
て
建
る
。
そ
こ
に

右

ハ
仁
れ
い
、
左

ハ
う

へ
田
と
あ
り
、
重
要
な
宗
教
的
道
標
で
あ
る
。
元
禄

一
五
年

（
一
七
〇
二
）
甲
石
村
と
大
笹
村
国
境
論
争
の
幕
府
裁
断
絵
図
に
あ

る
道
と
も

一
致
す
る
。
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‐７
　
天
狗
松
　
百
番
供
養
塔
を
過
ぎ
し
ば
ら
く
行

っ
て
国
道

一
四
四
号
線
と
接
す
る
地
点
に
あ
り
、
目
通
り
周
囲
二

・
一
七
メ
ー
ト
ル
の
古
木
。

前
記
の
絵
図
に
も
あ
り
、
樹
齢
は
相
当
古
く
、
樹
勢
が
弱
り
枯
れ
そ
う
で
あ
る
。

‐８
　
紀
行
文

　

「
上
信
日
記
」
、
文
政
二
年

（
一
八

一
九
）
の
国
学
者
清
水
浜
臣
の
紀
行
文

（群
馬
大
所
蔵
弘
化
四
年
写
）
。
文
政
二
年
四
月

一

九
日
仁
礼
宿
出
立
、
仁
礼
宿
か
ら
の
大
笹
街
道
の
よ
う
す
を
知
れ
る
。

（
仁
礼
宿
を
た
ち
）
、
ひ
た
の
ば
り
に
の
ぼ
る
こ
と
二
里
八
丁
、
滑
峠

と
く
さ
く
ば
な
ど
経
て
峠
に
い
た
る
。
な
べ
て
は
だ
か
山
也
。

（略
）
け
ふ
は
風
ふ
く
と
い
ふ
ば
か
り
の
日
に
は
あ
ら
ぬ
に
、
あ
ら
野
の
あ
ら

し
は
げ
し
く
て
息
つ
き
あ
へ
ぬ
ば
か
り
也
。
雲
を
ふ
く
あ
ら
し
を

道
に
先
だ
て
て
す
が
の
荒
野
を
越
ぞ
道
ゆ
く
、
五
、
六
町
ゆ
き

て
石
の
し
る
し
立
て
り
。
こ
こ
よ
り
小
県
郡
と
な
る
。
此
あ
た

り
に
は
白
樺

の
木
の
み
ぞ
荒
野
の
中
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
お
ひ
た

て
り
。
土
人
か
ん
ば
と
い
へ
り
。
こ
こ
よ
り
浅
間
山
見
ゆ
。

（
略
）
大
明
神
峠
と
い
ふ
に
い
た
る
。
何
の
御
社
も
な
し
。
い

さ
さ
か
く
だ
り
さ
ま
な
る
所
に
、
ひ
と

つ
家
あ
る
の
み
也
。

（
略
）

一
里
く
だ
し
て
中
の
沢
、
又

一
里
く
だ
り
て
渋
沢
と
い

ふ
所
あ
れ
ど
、
た
だ
ひ
と

つ
屋
に
て
、
仁
礼
よ
り
渋
沢
ま
で
五

里
に
、
家
は
た
だ
三

つ
あ
る
の
み
也
。
又
の
ぼ
り
く
だ
り
て
上

野
国
吾
妻
郡
に
い
る

（略
）

（
嬬
恋
村
誌
）
。
当
時
の
仁
礼
か

ら
鳥
居
峠
間
の
荒
涼
た
る
よ
う
す
を
綴
る
。

「
上
州
草
津
温
泉
道
中
　
続
膝
栗
毛
」
文
政
二
年

（
一
八

一
九
）

十
返
舎

一
九
刊
行
。
東
京
博
文
館
版

（上
田
市
立
図
書
館
花
月

文
庫
蔵
）
善
光
寺
よ
り
草
津
ま
で
の
道
中
記
よ
り
み
る
大
笹
街

道
は
、
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

（
略
）
か
く
て
仁
礼

国
指
定
天
然
記
念
物

四
阿
山
の
的
岩

（
屏
風
岩
と
も
呼
ば
れ
る

）
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冬の菅平全景 (真 田町観光課 提供 )

の
駅
に
い
た
り
、
こ
れ
よ
り
だ
ん
だ
ん
と
山
坂
道
、

（略
）
大
明
神
と
い
ふ

た
て
ば
に
い
た
る
。
山
の
中
に
わ
び
し
げ
な
る
、

（
略
）
そ
れ
よ
り
中
の
沢

と
い
ふ
を
打
す
ぎ
渋
沢
の
た
て
ば
に
い
た
る
。
此
所
も
谷
間
に
た
だ

一
軒
あ

り
て
、
六
十
あ
ま
り
の
む
さ
く
る
し
き
親
父
、
ふ
せ

う
ぶ
せ
に
茶
を
く
み
き

た
る
を
、
お
の
づ
か
ら
人
の
心
も
な
ま
ぬ
る
き
茶
も
渋
沢
の
山
家
そ
だ
ち
は

こ
こ
に
し
ば
ら
く
休
み
て
立
出
た
る
が
、
す

べ
て
此
あ
ひ
だ
村
里
み
え
ず
、

浅
間
山
の
う
し
ろ
通
に
て
樹
木
さ
ら
に
な
く
芝
は
ら
の
峰
道
な
り
。

（
略
）

こ
の
二

つ
の
道
中
記
か
ら
見
て
、
大
笹
街
道
は
、
文
政
年
間
頃
よ
り
江
戸
末

期
に
か
け
て
、
善
光
寺
、
草
津
の
観
光
道
路
と
し
て
旅
を
す
る
人
に
も
利
用

さ
れ
た
。

四
　
公
開
施
設
の
実
態

１
　
菅
平
高
原
自
然
館
　
民
俗
、
歴
史
資
料
や
土
器
、
石
器
な
ど
の
出
土
品
、

菅
平
高
原
の
動
植
物
を
紹
介
す
る
ジ
オ
ラ
マ
や
昆
虫
標
本
を
展
示
。
付
帯
施

設
に
湿
原
遊
歩
道
が
あ
り
、　
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ

モ
の
湿
性
林
、
オ

ニ
ナ
ル

コ
ス
ゲ
、
オ
オ
カ
サ
ス
ゲ
の
湿
性
草
原
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
管
理
は
真
田

町
役
場
商
工
観
光
課
。
六
月

一
日
よ
り
九
月
三
〇
日
開
館
。
火
曜
日
休
館
。

２
　
菅
平
高
原
実
験
セ
ン
タ
ー
樹
木
園
　
菅
平
周
辺
に
自
生
す
る
三
〇
〇
種
を

中
心
と
し
た
樹
木
園
。
面
積
は
三
三
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
菅
平
の

樹
木
や
植
物
を
見
れ
る
。
筑
波
大
学
菅
平
高
原
実
験

セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る
。 -40-



十
四
　
資

料

Ｈ
　
ムロ
風
十
五
号

（
昭
和
五
十
六
年
）
に
流
失
し
た
石
仏

信
濃
毎
日
新
聞
記
事

嫁
紗
新
た
に
設
置
を
検
討

須
坂
市
仁
礼
の
大
笹
街
道
沿
い
に
あ
る
石
仏
群
が
八
月
の
台
風
１５
号
接
近
で
被
害
を
受
け
、
五
十
七
体
の

う
ち
十
六
体
も
流
失
し
た
こ
と
が
、
こ
の
ほ
ど
財
団
法
人
仁
礼
会

（
駒
津
広
志
理
事
長
）
の
調
査
で
わ
か
っ

た
。

の新
籠
鰈
醐
雑
か麟
高
鰤
餌
唖
波
ど彎
焼
一幣
薇
雅
鰯
鍔
赫
袢

た
個
所
に
置
く
こ
と
澤
騒
爵
■
）て
い

う
石
仏
は
、
人
月
二
十
三
日
未
明
の

・５
号
台
風
災
害
で
多
数
の
犠
牲
者
を

出
し
た
同
仁
礼
西
原
の
公
会
堂
前
か

ら
、
菅
平
高
原
の
供
養
塔
ま
で
約
十

七
ど
の
間
に
二
十
七
体
あ
っ
た
。
旅

人
な
ど
の
往
来
が
盛
ん
だ

っ
た
幕
末

か
ら
萌
治
初
期
に
は
百
体
前
後
も
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
石
仏
は
、
冬
の

厳
し
い
峠
路
で
犠
牲
に
な
っ
た
旅
人

の
慰
霊
と
、
遣
標
の
意
味
も
含
め

て
、
遺
族
や
村
の
有
志
ら
が
建
造
し

た
と
伝
え
ら
れ
、
高
さ
数
十
↓
か
ら

一
〓
ほ
ど
く

ほ
と
ん
と
に
観
蓄
晨
¨

が
彫
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
台
風
１５
号
の
接
近
に

よ
り
、
道
路
の
各
所
が
崩
れ
た
た

め
、
仁
■
園
撃
塞
員

会

（
青
木
勇

委
員
長
）
の
メ
ン
パ
ー
四
人
が
、
九

星

，
製

十
七
．
口
の
り

整

夕
い
て
調

査
し
た
。
そ
の
種
暴

西
原
公
会
堂

か
ら

一
ノ
瀬
ダ
ム
付
近
ま
で
の
三

・

二
々

，
の
間
が
最
も
被
害
が
大
き
く
、

二
十

一
体
の
う
ち
十

一
体
が
流
失
。

ま
た
、
そ
れ
よ
り
上
の
石
小
屋
か
ら

大
谷
不
動
黒
門
ま
で
の
Λ
百
席
間
の

五
体
の

つ
ち
四
体
が
流
失
し
、

さ
ら

に

「０
山
の
屋

の
下
方
の

一
体
も

流
失
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
か
し
、
黒
門
か
ら
菅
平
ま
で
の

十

一
・
五
ｔ

い間
に
残
さ
れ
て
い
る
三

米
子
不
動
奥
の
院

へ
の
遊
歩
道
復
旧

須
坂
市
は
、
台
風
１５
号
接
近
に
伴

い
木
橋
流
失
な
ど
荒
れ
て
い
た
米
子

不
動
奥
の
院
へ
通
じ
る
遊
歩
遭
や
駐

車
場
の
復
旧
工
事
を
急
い
で
い
た

が
、
こ
の
ほ
ど
″鷲
ヽ
紅
業
の
シ
ー

ズ
ン
を
日
Ｗ
に

従
来
と
同
様
に
往

復
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十

一
体
は
い
ず
れ
も
無
事
だ

っ
た
。

ま
た
、
西
原
公
会
堂
か
ら

一
ノ
瀬
橘

ま
で
の
間
に
あ
る
石
仏
は
、
付
近
に

倒
れ
て
い
た
が
本
体
は
無
事
で
、
仁

“■
曽
餌
に
保
管
し
た
。

石
仏
の
人
気

の
高
ま
り
を
背
景

に
、
仁
礼
会
は
四
年
前
か
ら
毎
年
六

月
に

「大
笹
街
道
を
歩
く
会
」
を
開

い
て
い
る
。
こ
と
し
は
同
市
観
光
協

会
と
港
嗅

北
信
捜
万
の
マ
一一ア
や

峰
の
原
高
原
に
滞
在
中
の
都
会
の
観

光
客
う
約
百
手
丁
会
憾
茄
し
、
石

仏
を

見
な
が

ら

ハ
イ
キ

ン
グ

を
楽

し

ん
だ
。

駒
津
同
会
理
事
長
は

「石
仏
を
ヽ

て
、
書
を
し
の
び
、
心
の
安
ら
ぎ
を

常
え
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
、

流
失
は
大
変
残
念
だ
。
新
し
い
も
の

で
は
価
値
は
低
く
な
る
が
、
無
い
よ

り
は
い
い
の
で
、
ぜ
ひ
た
の
場
所
に

置
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

彼
旧
工
事
は
、
林
道
米
子
不
動
線

の
先
端
に
あ
る
駐
車
場
の
取
り
付
け

）邊

窃

三
百

ハ
商

く

流
失
し
た

二
つ
の
木
個
の
付
け
替
え
が
中
弯

市
は
約
二
十
万
円
の
予
算
で
、
先
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
工
事
を
行

っ
て
い
た
。
　
濯

来ヽ
よ
り
整
備

さ

れ
、

歩
き
よ
く
な
っ
た
」
と
市
観
光

課
で
は
話
し
て
い
る
。

無 事 だ っ た 西 原 公 会 堂 前 の 石 仏
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通 行 し

た 大 名
年 号

助 郷 村 々に て差 出候 分

大笹にて差出申候分大前村 鎌原村 中居ホ酬 門貝村 欄

馬 仝馬 仝馬 仝馬 仝馬 仝馬 仝
堀長門守24

日参と尺雀Ⅳ自
25日 缶 樋
行

元文 5申年
(1740)7月
る日御宿触
増人馬

l

列長間守 器
日当宿泊、
29日櫛
綸

処早 2丑年
(1745)5月
28日

21. Q

堀長門守 10

日汰■罫自、
11日 仁球じ己
行

宝暦 12午年

(1762)8月
8日

2Cl.

外に大世にて差出候分、人足 9

人 馬 18疋 (継立方 )人足
16人 (旅宿御用 )

是は本陣 3人下宿 13軒に夫
々1人宛差出申候

卯渉ざ]司硼
行の節

獅 13科
(1763)5月

外に大笹にて差出候分、人足 5

人、継立方に差出馬 21疋同、
馬 5疋同軽尻、人足 16人、旅
宿御用
本陣 3人、下宿 13軒に夫々1

人な 水夫カルl曜賓塁差出
申候

人足 9人残、是は臨時に残しお
き候

堀長門守 4

月 18日大笹
7自、 19日 沓
睛

明和 4亥年
(17解 )4月
16日

14. 12.

蠍 鍮
通行

明利口8ノ岬
(1771)5月

13. 14.

外に大笹にて差出申候分、馬 18

疋継立方に差出申候
人足21枷 用に相用候
是は本陣 4ノk下 宿 r軒、各
1人宛差出申候、残馬 7疋、人
足もに 是は臨時継立のた城
置申候

列肉威守通
行、28日大

節 、
"日

雀
掛べm而

大明 7耕
(17『 )5月

21.

大笹分
馬 a疋艦抵 人足 21メJ確用
(本陣4人下宿 r軒に各 1人
宛差出 )人足 4人残

堀内蔵守通
行

致[化 4′「1「

(1807)5月

大世分、馬 20疋継立万に董出、
人足 21人旅宿用 (本陣 もk下
宿 17軒に各 1人宛差出 )

馬 5疋、人足 4人曳 是は臨時
継立手当に残 しおき候

刻肉威守通

行

攻認に12丑年
(182)5月

15.

大笹分、馬 あ疋継立万に差出、
人足 19脚    (本陣 3ノく下
宿 16軒に各 1人宛差出 )、 残
人足 6人臨守陛麓方に残 しおき
由俸

刻内蔵守通
行

珠 6耕
(18b)5月

12.4 44 lF 34

′外に大篭にて差出申候分、馬 2
疋継立方に差出申候ヽ 人足 2吠

旅宿御用に差出申候t是は本陣
に4人、下宿 17軒へ 1人宛水
夫其他小遣に差出申候t人足 4

人是は仁礼 湘́立申候

０
　
人
馬
遣
方
書
上
帳

（上
州
吾
妻
群
大
笹
村
）
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月  日 俵  数 月  日 俵 数 月  日 俵 数 月  日 俵 数

3月 3日 108俵 296俵 108俵 4月 2日 3901表

174 858 296

110 302 264

154 294 444 788

372

84 408 534

254 138 192 128

188 284 晦   日 734 544

188 442 4月 朔 日 358

① 御買米信州仁礼村より日日附参候分

合 10,153俵   此駄数 5,076駄 1俵  但 2俵附

② 御買米大笹村より沓掛宿へ日日附送 り候分

月  日 俵 数 月  日 俵 数 月  日 俵 数 月  日 俵 数

3月 4日 lo8俵 1881表 288t友 268傷長

64 282 262 386

626

154 272 352 640

430

324 652

254 250 晦   日 290 492

188 284 4月 朔 日 530 283

合 10,153俵 此駄数 3,384駄 1俵

(内訳 )

二印 6,631俵 (3斗 5升入 )

十印  103俵 (3斗 5升入 )二日〆 6,734俵 此駄数 2,244駄 2俵

此駄賃 金 101両 ,永 20文 1歩

但 1駄 3俵附 ,金 1両につき22駄 2分 5厘

一印 1,130俵 (3斗 6升入 )

了印  717俵 (3斗 6升入 )二 日〆 1,847俵 此駄数  615駄 2俵

此駄賃 金 28両 2歩 ,永 3文 1歩

但 1駄 3俵附 ,金 1両に付 21駄 6分

日
　
信
州
に
て
御
買
米
附
送
り
被
仰
付
日
日
請
払
控
帳

享
保
十
八
年
丑
年

（
一
七
三
三
）
四
月
　
大
笹
村
問
屋
長
左
衛
門

∴印 1,560俵 (3斗 1升入 )

□印   12俵 (3斗入 )

此駄数  520駄
此駄賃 金 20両 2歩 ,永 23文 7歩

但 1駄 3俵附 ,金 1両に付 25駄 8厘

此駄数 4駄
此駄賃 永 154文 3歩

但 1駄 3俵附 ,金 1両に付 25駄 9分 2厘
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年  号 紀 元 種 月J

正徳 6申 年 1716 板荷物 125駄

享保 13申年 1728 堀淡路守より江戸へ ,飯米 670駄
大豆 57駄 1俵 ,小 豆 2俵 ,そ ば 3駄 ,胡桃 1俵

享保15戊年 1730 江戸飯米 5000俵

享保19寅年 1734 松城御城米飯米 1500駄

元久 3午年 1738 飯山城主飯米 4500俵

延享 4卯年 1747 米 50駄 ,大 豆20駄 1俵 ,小豆 1駄 ,蕎麦21俵 ,褐麦 1俵

寛延元辰年 1748 餅米15駄 ,大豆12駄 1俵 ,小豆 1駄 ,そば21俵 ,掲麦1俵 ,米 50駄

寛延 3午年 1750 大豆 25駄 1俵 ,小豆 1駄 ,そ ば 31俵 ,掲麦 1俵

宝暦 4戊年 1754 飯米 2000駄

宝暦 6子年 1756 堀長門守米 50駄 ,真 田飯米 2000駄

宝暦 7丑年 1757 米 100駄

安永 3午年 1774 米 100駄

天明 3卯年 1783 米 400駄

寛政 5己年 1793 米 200駄

文化 4卯年 18o7 米 100駄

嘉永 3戊年 1850 松城御城米 600俵

四
　
大
戸
通
り
附
送
り
大
名
荷
物

①  資料0、 日、lulは 近世宿駅の歴史地理学研究より

(原沢文弥 東京学芸大学)
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口
　
慶
安
三
年
二
月
　
仁
礼
道
差
止
訴
状

（端
裏
書
）

「婁

年

（仁
礼
）

仁
連
井
道
訴
訟
之
写

成
次
　
」

乍
恐
謹

而
御
訴
訟
申
上
候
事

一
北
国
海
道
信
濃
之
内
矢
城

，
追
分
迄
之
御
伝
馬
次
之
町
々
御
訴
訟
申
上
候

趣
者
、
信
州
河
中
島
御
領
所
其
外
御
給
所
ひ
出
申
候
万
駄
賃
荷
物
、
前
々

ひ
本
道
罷
通
り
申
候
処

二
、
近
年
松
代
領
分
之
内
仁
連
井
村
と
申
所
ひ
上

州
沼
田
領
大
篠
村
と
申
所
江
か

ゝ
り
、
山
中
之
わ
き
道
を
通
り
小
諸
領
く

り
う
け
と
申
所

へ
罷
出
候
、
就
其
本
道
馬
次

へ
参
候
駄
賃
荷
物
不
罷
通
候

事
一　
権
現
様
御
朱
印
頂
戴
仕
御
伝
馬
御
役
儀
相
勤
申
所

二
、
右
之
わ
き
道
駄

賃
荷
物
罷
通
、
本
道
江
者
荷
物
通
不
申
候

二
付
、
御
伝
馬
次
之
町
々
人
馬

も
ち
申
候
儀
罷
成
不
申
候
、
只
今
之
分

二
御
座
候
者
、
御
伝
馬
御
役
儀
丼

北
国
筋
御
大
名
衆
御
上
下

一
人
馬
と
ヽ
こ
を
り
可
申
と
奉
存
知
迷
惑
仕
候

事
一
仁
連
井
村

・
大
篠
村
と
申
所
ハ
両
所

二
而
家
数
百
斗
御
座
候
、
只
今
御
訴

訟
申
上
候
拾
弐
ヶ
所
之
御
伝
馬
次
家
数
三
千
斗
御
座
候
、
只
今
之
様

二
駄

賃
荷
物
わ
き
道
を
罷
通
り
本
道
通
り
不
申
候
者
、
右
御
伝
馬
次
之
者
共
と

せ
い
を
送
り
申
候
儀
罷
成
申
間
敷
候
、
殊

二
田
畠
ハ
無
御
座
候
、
御
伝
馬

所

二
罷
有
候
儀
難
成
奉
存
知
候
間
、
下

二
而
畷
戦
割
υ
”埓
明
不
申
迷
惑
仕

候
、
乍
恐
被
　
仰
付
可
被
下
候
、
委
紐
御
尋
之
刻
可
申
上
候
、
以
上
、

磨
要
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
城
本
町

三
星

八

日
　

　

　

　

　

　

　

　

完

５

同

　

新

町

松
業

後

露

努

御
奉
行
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ
昼
信

ゲ
　
馬
　
助

上
戸
倉
町里

　
丘
（　
衛

坂
木
町

（
政
俊
〕
安
　
丘
（　
衛

基

ｌ

上
田
原
町助

右

衛

門

回
鮮
耐八

右

衛

門

杢
鮮
耐

五
　
丘
（　
衛

田
中
町

三　
　
　
　
　
　
　
太
　
夫

少
喜

晰善

左

衛

門

同

古
町彦

　
　
　

市

猥

耐

市

左

衛

門

如
此
目
安
上
候
間
、
返
答
書
仕
罷
出
可
対
決
、
若
於
遅
参
者
可
為
曲
事
者
也
、

重
貢

三

日

　

　

　

　

　

　

　

　

源

左

衛

門

内

　

蔵

允

紀

　

伊
　
守

出
　
　

　

雲

右

　
　
　
一示

一人
保
二
年
卯
二
月
東
都
於
客
舎
写

成
次

（上
田
市
原
町

成
沢
伍
一郎
氏
所
蔵

上
田
市
立
博
物
館
寄
託
）
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内
　
寛
政
四
年
四
月
　
手
馬
継
送
り
禁
止
申
渡

大
日
方
村
庄
　
屋

戸

右

衛

門

同
　
村
百
　
姓

惣

右

衛

門

右
之
者
共
、
小
諸
御
城
下
本
町
吉
五
郎

・
孫
市
与
申
者
須
坂
辺
江
諸
色
商

売
、
右
荷
物
右
両
人
方

二
而
蔵
（鍛

字
を
取
、
往
返
致
継
立
候
趣

二
付
、
向

後
無
用
い
た
し
候
様
於
郡
奉
行
方
急
度
申
付
有
之
候
事

イ
フ
レ

一
御
領
分
ろ
他
国
商
人
江
致
直
売
候
故
軟
、
真
田
村

二
て
大
笹
辺
江
無
謂
山

路
江
手
馬

二
而
継
送
り
候
哉
、
高
崎
辺
江
可
参
荷
物
本
道

一
円
不
致
通
行

宿
々
失
助
成
を
難
儀
之
趣
相
聞
候
、
向
後
無
謂
山
路
手
馬

二
而
相
送
り
候

儀
可
致
無
用
段
、
於
其
筋
真
田
村
初
在
々
江
急
度
申
付
有
之
候
事

一
真
田
村

二
而
旅
人
止
宿
為
致
候
儀
、
是
又
無
用
之
段
申
付
有
之
候
事

右
之
通
夫
々
無
用
之
段
申
付
有
之
候
間
、
村
町
分
も
其
旨
相
心
得
罷
有
候
様

取
計
可
申
事

（寛
政
四
年
）

子

四

月

十
六
日

右
之
通
以
御
書
付
被
　
仰
付
候
間
、
年
寄
中
へ
為
知
組
合
壱
人
宛
申
付
候
、

（
「本
陣
日
認

上
田
市
海
野
町
　
柳
沢
健
太
郎
氏
所
蔵
　
上
田
市
立
博
物
館
寄
託
）

田
　
寛
政
十
二
年
四
月
　
地
蔵
峠

丼
仁
礼

・
保
科
等
よ
り
の
商
荷
留
謂

印
帳

（
表
紙
）

「　
寛
政
十
弐
年
　
　
　
　
洗
馬
組
横
沢
村

地
蔵
峠
井
仁
礼

ｏ
保
科
る
商
荷
留
〆
請
印
帳

申
四
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

一
此
度
松
代
ひ
上
田
御
領
主
様
江
御
添
翰
ヲ
以
、
宿
々
問
屋
よ
り
地
蔵
峠
丼

二
仁
礼

・
保
科
ひ
附
送
り
候
荷
物
差
留
メ
被
仰
付
候

二
付
、
向
後
荷
物
附

送
り
等
丼

二
商
物
附
参
り
候
儀
堅
停
止

二
被
　
仰
付
奉
畏
候
、
依
之
村
中

印
形
帳
面
差
出
し
申
候
所
如
件
、

寛
政
十
弐
年

申
四
月
八
日

村
御
役
所
様

横
沢
村

平六市孫六雇

平
〇

七
〇

之
　
助
Ｏ

丘
（　
衛
Ｏ

八
〇

〇
以
下
、
百
十

五
名
連
印
省
略

（小
県
郡
真
田
町
横
沢
　
久
保
雄
二
郎
氏
所
蔵
）
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四
　
文
化
七
年
十
月
　
吹
雪
遭
難
死
後
始
末
証
文

指
上
申

一
札
之
事

中
之
条
支
配
水
内
郡

上
駒
沢
邑

年
十
七
炉
次
　
郎

年
廿
メ
丘（
衛

Ξ
聾
亀

郎

以
上
二
人

右
之
者
共
江
戸
奉
公

二
罷
出
、
当
十
月
廿
四
日
御
当
所
分
地
な
め
り
峠
下
細

久
保
与
申
所
江
通
申
候
所
、
二
人
之
内
弐
人
雪
吹
逢
極
々
難
義
仕
罷
在
候

ニ

付
、
御
当
所
御
役
人
中
其
外
人
足
大
勢
御
借
し
被
下
、
御
陰

二
而
御
支
配
下

大
明
神
梶
太
郎
宅
方
迄
御
引
取
、
殊

二
早
速
親
類
共
方
迄
御
知
ら
せ
被
下
、

其
上
　
御
上
様

二
而
茂
大
切

二
介
抱
可
仕
旨
被
為
　
仰
付
被
下
置
候
様
承
、

重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
被
入
御
念
親
類
御
よ
び
よ
せ
、
其
上
種
々
御
介
抱

被
成
下
候
得
共
養
生
不
相
叶
、
当
廿
九
日
二
清
次
郎

・
久
兵
衛
相
果
申
候
、

依
之
荷
物
等
迄
双
方
立
合
吟
味
仕
候
得
共
、
何

二
而
茂
相
違
無
御
座
候

二
付

何
卒
御
内
々
被
成
下
、
死
骸
丼
二
荷
物
等
迄
も
相
違
な
く
御
渡
被
下
惟

二
受

取
申
候
上
者
、
何

二
而
茂
六
ケ
敷
義
出
来
仕
候
而
茂
私
共
罷
出
、
御
当
所
江

少
茂
御
苦
労
懸
申
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
依
如
件
、

文
化
七
年

午
十
月
廿
九
日

上
田
御
領
大
日
向
村

御
庄
屋

大
熊
郡
蔵
殿

御
役
人
衆
中

（小
県
郡
真
田
町
大
日
向

上
駒
沢
村名

際
組
卸十久杢幸平仲

大
熊
荒
司
氏
所
蔵
　
上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
）

右 右  丘 左 左 右 右

衛 衛  
⌒

衛 衛 衛 衛

Fヨ  Fヨ t 窄苛 Fヨ  Fヨ  Fヨ   Fヨ

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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ｍ
　
嘉
永
元
年
八
月
　
大
笹
道
普
請
議
定
書

為
取
替
議
定
書
之
事

一
峠
道
筋
之
儀
、
所
謂
高
山

二
而
雪
中
通
路
之
節
、
俄
大
嵐

二
相
成
道
筋
を

見
失
ひ
、
往
来
之
人
馬
怪
我
等
間
々
有
之
歎
敷
存
候
に
付
、
今
般
双
方
申

談
郡
境
極
迄
双
方

二
而
土
手
を
築
、
冬
道
通
路
為
致
候
様
熟
談
仕
候
処
相

違
無
御
座
候
、
尤
右
場
処
之
儀

ハ
先
年
郡
境
争
論

二
付
御
公
儀
様
御
厄
介

二
相
成
、
則
絵
図
面
御
裏
書
御
墨
引
　
御
尊
判
御
下
ケ
被
成
下
置
候
場
所

二
御
座
候
得
ハ
、
後
年

二
至
若
何
等
指
支
出
来
候
節
ハ
、
双
方
毛
頭
無
異

義
早
速
取
片
付
可
申
段
議
定
仕
置
候
、
為
後
証
為
取
替
書
依
如
件
、

嘉
永
元
申
年
八
月
　
　
　
　
　
　
　
小
県
郡
山
元

横
尾
村
庄
　
屋

小

林

浪

太

郎

〇

同

断
久

保

清

左

衛

門

Ｏ

真
田
村
庄
屋

木

島

兵

左

衛

門

〇

同

断
久

保

清

左

衛

門

〇

横
沢
村
庄
屋
添
役

久

保

寛

次

Ｏ

同

　

庄
　
屋

久

保

専

右

衛

門

〇

大
日
向
村
庄
屋
添
役

大

熊

鹿

三
郎
〇

同

　

庄

屋

大
熊
戸
右
衛
門
〇

高
井
郡
仁
礼
宿

御
問
屋

羽
生
田
佐
野
右
衛
門
殿

御
問
屋

羽
生
田
　
伝

之

丞
殿

御
年
寄

佐
　
五
　
郎
殿

（小
県
郡
真
田
町
横
沢
　
久
保
雄
二
郎
氏
所
蔵
）

注
　
資
料
口
、
内
、
日
、
ｎ
、
０
は
長
野
県
史
近
世
史
料
料
第

一
巻
０
に

よ

る
。
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十
五
　
参
考
文
献

近
世
宿
駅
の
歴
史
地
理
学
研
究

長
野
県
史
　
近
世
史
料
第

一
巻
０

長
村
史

嬬
恋
村
史

須
坂
市
史

菅
平
と
そ
の
人
文

長
野
県
の
地
名

南
木
山
史
話
　
萩
原
　
進

著

大
笹
街
道
と
石
仏

よ
み
が
え
る
大
笹
街
道

正
保
国
絵
図

五
街
道
分
間
延
絵
図

信
濃
の
峠
路
　
茂
木
住
平

著

上
田
小
県
誌

菅
平
高
原

山
な
み
遥
か
歴
史
の
道

歴
史
の
道
報
告
書
Ｉ
　
中
山
道

真
田
町
の
文
化
財

原

沢

文

弥

長

野

県
史
刊
行
会

長

財

産

区

嬬
　
　
恋
　
　
村

須
　
　
坂
　
　
市

菅

平

研

究

会

平
　
　
凡
　
　
社

嬬
恋
村

ｏ
長
野
原
町

財

団
法
人
仁
礼
会

財

団

法
人
仁
礼
会

上
田
市
博
物
館
所
蔵

東

　
一示
　
美
　
術

信

濃

教

育

会

小

県
上

田
教
育
会

菅

平

観
光
協
会
刊

集

　
　
英
　
　
社

長
野
県
教
育
委
員
会

真
田
町
教
育
委
員
会
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